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要
旨
─
─
唐
詩
詩
語
「
欹
枕
」
の
本
邦
で
の
訓
読
「
枕
を
そ
ば
だ
て
る
」
は
、
平
安
朝
以
降
定
着
し
て
い
る
が
、
そ
の
意
味
と
訓
読
の
適

否
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
定
説
が
な
い
。
本
稿
で
は
、
こ
の
漢
文
訓
読
語
「
枕
を
そ
ば
だ
て
る
」
の
意
味
の
解
釈
に
、
埋
田
重
夫
氏
の

「
欹
枕
」
の
解
釈
（
側
臥
）
を
踏
ま
え
て
新
説
（
寝
付
け
ず
に
身
体
を
横
向
き
に
臥
し
て
、
外
の
音
を
聞
く
と
も
な
く
聞
い
て
い
る
）

を
提
示
す
る
。
ま
た
、「
そ
ば
だ
つ
」（＜
そ
ば
だ
て
る
）
と
い
う
日
本
語
複
合
動
詞
そ
れ
自
体
が
、「
欹
枕
」
の
た
め
の
漢
文
訓
読
語

と
し
て
成
立
し
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
、
そ
の
訓
読
表
現
は
、（
諸
先
行
研
究
で
“
誤
読
”
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
は
当
た
ら
ず
）、

当
時
の
日
本
語
と
し
て
誤
っ
た
訓
や
解
釈
で
は
な
く
、
中
国
語
「
欹
枕
」
を
正
し
く
解
釈
し
た
上
で
作
り
出
さ
れ
て
い
る
、
訓
（
漢
文

訓
読
語
）
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
表
現
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
を
元
に
し
て
日
本
語
「
耳
を
そ
ば
だ
て
る
」「
目
を
そ
ば
だ
て
る
」
が
成
立

し
た
こ
と
、
を
論
証
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
過
程
で
、
こ
の
「
そ
ば
だ
つ
」
と
い
う
語
は
、『
源
氏
物
語
』
の
例
が
和
文
と
し
て
は

初
出
例
と
解
釈
で
き
る
こ
と
、
菅
家
の
博
士
家
の
訓
法
で
あ
る
蓋
然
性
、
紫
式
部
は
こ
の
「
そ
ば
だ
つ
」
を
菅
原
家
（
特
に
菅
原
道
真

の
『
菅
家
後
集
』）
か
ら
習
得
し
て
作
品
に
使
用
し
た
蓋
然
性
が
高
い
こ
と
を
論
じ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
─
─
白
居
易
、「
欹
枕
」、
漢
文
訓
読
語
、「
枕
を
そ
ば
だ
て
る
」、『
源
氏
物
語
』、『
菅
家
後
集
』、「
耳
を
そ
ば
だ
て
る
」
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②
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史
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文
学
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」
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（
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）　『
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』
で
和
語
と
な
っ
た
「
そ
ば
だ
つ
」

　
　
　
　
　
　
　
八
─
（
二
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平
安
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後
の
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を
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つ
」（
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述
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九
　
お
わ
り
に
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言

　
世
界
文
学
で
あ
る
『
源
氏
物
語
』
の
中
の
「
枕
を
そ
ば
だ
て
て
」
の
解
釈
が
、
日
本
の
高
等
学
校
の
古
典
教
科
書
で
は
、
憂
う
る
べ
き

こ
と
に
、
次
の
◎
の
引
用
の
よ
う
に
誤
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。

　「
一
人
目
を
覚
ま
し
て
、
枕
を
そ
ば
だ
て
て
四
方
の
嵐
を
聞
き
給
ふ
に
」『
源
氏
物
語
』
須
磨

　
　
◎
枕
を
傾
け
る
よ
う
に
し
て
（『
高
等
学
校
　
古
典
講
読
』
三
省
堂
　
二
〇
一
〇
年
6
版
）

　
　
◎
枕
を
立
て
て
頭
を
持
ち
上
げ
（『
精
選
古
典
』
東
京
書
籍
　
二
〇
一
〇
年
）

　
　
◎
枕
を
斜
め
に
立
て
て
（『
古
典
　
古
文
編
』
数
研
出
版
　
二
〇
一
一
年
）

　
既
に
二
五
年
も
前
に
、
そ
の
典
拠
で
あ
る
「
欹
枕
」
の
意
味
が
、
中
国
文
学
者
・
埋
田
重
夫
氏
（
一
九
八
八
年
）
に
よ
っ
て
正
し
く
解

釈
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
あ
る
。
紫
式
部
が
正
し
く
描
い
て
い
る
『
源
氏
物
語
』
が
、
修
正
さ
れ
な
い
ま
ま
世
界
に
発
信
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
日
本
文
学
研
究
者
の
責
任
、
と
い
う
よ
り
も
、
日
本
文
学
に
正
し
い
解
釈
の
た
め
の
情
報
を
提
供
し
て
こ
な
か
っ

た
日
本
語
研
究
者
、
中
で
も
語
彙
研
究
者
の
責
任
が
大
き
い
。
本
稿
は
、
語
彙
史
研
究
の
視
点
か
ら
新
解
釈
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
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一
　
問
題
設
定

　
日
本
の
平
安
朝
の
文
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
中
唐
の
詩
人
白
居
易
。
そ
の
代
表
作
と
し
て
知
ら
れ
る
「
長
恨
歌
」
に
劣
ら
ず
親
し

ま
れ
た
も
う
一
つ
の
彼
の
詩
が
あ
る
。

　
香
爐
峰
下
、
新
卜
山
居
、
草
堂
初
成
。
偶
題
東
壁
　
其
三
　（
白
氏
文
集
巻
第
十
六
）

　
　
香
爐
峰
下
、
新
た
に
山
居
を
卜
し
、
草
堂
初
め
て
成
る
。
偶
東
壁
に
題
す
　
其
の
三

日
高
睡
足
猶
慵
起
　
　
日
高
く
睡
り
足
り
て
猶
ほ
起
く
る
に
慵
し
、

小
閤
重
衾
不
怕
寒
　
　
小
閤
衾
を
重
ね
て
寒
を
怕
れ
ず
。

遺
愛
寺
鐘
欹
枕
聽
　
　
遺
愛
寺
の
鐘
は
枕
を
欹
て
て
聴
き
、

香
爐
峰
雪
撥
簾
看
　
　
香
爐
峰
の
雪
は
簾
を
撥
げ
て
看
る
。

匡
廬
便
是
逃
名
地
　
　
匡
廬
は
便
ち
是
れ
名
を
逃
る
る
地
、

司
馬
仍
為
送
老
官
　
　
司
馬
は
仍
ほ
老
を
送
る
の
官
た
り
。

心
泰
身
寧
是
歸
處
　
　
心
泰
か
に
身
寧
き
は
是
れ
帰
処
な
り
、

故

可
獨
在
長
安
　
　
故
郷
可
に
独
り
長
安
に
在
る
の
み
な
ら
ん
や
。

�

（『
新
釈
漢
文
大
系
　
白
氏
文
集
（
三
）』
昭
和
六
十
三
年
　
明
治
書
院
よ
り
。
な
お
下
線
は
引
用
者
で
以
下
も
同
様
）
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　「
香
炉
峰
の
雪
、
い
か
な
ら
む
。」
と
の
問
い
に
簾
を
上
げ
る
こ
と
で
答
え
た
才
女
清
少
納
言
の
逸
話
は
夙
に
有
名
で
あ
り
、
そ
の
典
拠

で
あ
る
名
対
で
あ
る
。
特
に
第
二
聯
（
傍
線
部
）
の
「
遺
愛
寺
鐘
欹
枕
聽
　
香
爐
峰
雪
撥
簾
看
」
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』（
巻
下
・
雑
・
山

家
）
に
引
か
れ
る
な
ど
、
平
安
朝
の
人
々
に
深
く
愛
さ
れ
た
。
こ
の
一
聯
か
ら
、「
遺
愛
寺
の
鐘
→
枕
を
欹
て
て
聴
く
」「
香
炉
峰
の
雪
→

簾
を
撥
げ
て
見
る
」
と
の
連
想
が
平
安
朝
の
知
識
人
た
ち
の
教
養
と
し
て
広
ま
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
、「
撥
」
の
使
用
が
彼
の
新
造
語
と
指
摘
さ
れ
る
「
撥
簾
」（
後
述
す
る
埋
田
氏
）
の
対
と
な
る
「
欹
枕
」
の
方
の
解
釈
に
は
、

実
は
「
未
だ
定
説
が
な
い
」
と
判
断
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
、
多
く
の
先
学
に
よ
り
、
平
成
に
入
っ
て
も
繰
り
返
し
検
証
が
行
わ
れ
て
い

る
。　

　「
欹
枕
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
は
、
こ
の
白
居
易
の
詩
の
影
響
か
ら
日
本
文
学
に
も
用
例
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
そ
の
中

で
も
用
法
に
特
徴
の
あ
る
『
菅
家
後
集
』
に
一
つ
の
焦
点
を
当
て
つ
つ
、
日
本
漢
詩
に
お
け
る
「
欹
枕
」
お
よ
び
そ
の
訓
読
語
と
位
置
づ

け
る
こ
と
に
な
る
「（
枕
を
）
そ
ば
だ
つ
」
の
日
本
文
学
に
お
け
る
解
釈
を
、
新
た
な
角
度
か
ら
進
め
て
い
く
。
さ
ら
に
そ
の
過
程
で
、

「
欹
枕
」
を
、
初
め
て
仮
名
文
学
に
訓
（
訓
読
）「
枕
を
欹
つ
」（
現
代
語
＝
欹
て
る
）
と
し
て
取
り
入
れ
た
『
源
氏
物
語
』（
以
下
『
源

氏
』
と
記
す
）
で
の
使
わ
れ
方
に
、
い
ま
一
つ
の
焦
点
を
当
て
て
考
え
て
い
く
こ
と
に
す
る）1
（

。

二
　「
欹
」
の
異
体
字
と
そ
の
字
義
に
つ
い
て

　
ま
ず
、「
欹
枕
」
の
「
欹
」
の
漢
字
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。
こ
の
字
体
の
校
異
お
よ
び
そ
れ
ぞ
れ
で
の
意
味
の
相
違
に
つ
い
て
は

既
に
先
学
の
複
数
の
検
証
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
異
同
に
関
し
て
は
、
こ
の
詩
に
お
け
る
解
釈
に
大
き
な
影
響
が
無
い
よ
う
で
あ
る
の
で
、
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六
〇

以
下
で
は
基
本
的
な
問
題
を
確
認
し
て
お
く
程
度
に
留
め
る
。

　
さ
て
、「
欹
（
枕
）」
に
つ
い
て
は
他
に
「
敧
」「

」
で
の
用
例
が
あ
り
、
利
用
し
た
索
引
（
後
述
）
で
は
区
別
し
て
用
例
が
挙
が
っ

て
い
た
。
字
体
に
よ
る
意
味
の
違
い
が
な
い
か
確
認
す
る
た
め
、『
大
漢
和
辞
典
　
修
訂
版
』（
大
修
館
書
店
）
に
て
字
義
を
調
べ
た
。
以

下
に
そ
の
記
述
を
示
す
。
な
お
、
用
例
に
つ
い
て
は
省
略
し
、
ま
た
字
体
の
差
異
が
微
細
な
た
め
、
見
や
す
い
よ
う
便
宜
的
に
そ
れ
ぞ
れ

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
記
号
も
付
し
た
。

・
Ａ
【
欹
】
㈠
あ
あ
。
嘆
美
の
辞
。
通
じ
て
猗
に
作
る
。
㈡
か
た
む
く
。
そ
ば
だ
つ
。
か
し
ぐ
。

に
通
ず
。

・
Ｂ
【
敧
】
㈠
❶
は
さ
む
。
箸
で
物
を
つ
ま
む
。
❷
も
ち
さ
る
。
㈡

敧
は
、
そ
ろ
わ
な
い
さ
ま
。

・
Ｃ
【

】
㈠
❶
も
ち
さ
る
。
❷
は
さ
み
と
る
。
❸
か
た
む
く
。

に
通
じ
、

に
同
じ
。
㈡
❶
さ
る
。
❷
平
ら
か
で
な
い
。
か
た

む
く
。

　
Ｃ
「

」
が
最
も
多
義
に
わ
た
り
、
そ
の
意
味
を
分
け
持
つ
よ
う
に
Ａ
「
欹
」
と
Ｂ
「
敧
」
が
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
た
だ
し
「（
欹

敧
・

）
枕
」
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
を
比
べ
て
も
差
異
は
な
く
、
ど
れ
も
同
義
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ち
な
み

に
旧
大
系
『
菅
家
文
草
　
菅
家
後
集
』
で
は
本
文
は
Ｂ
「
敧
」
で
表
記
し
、
頭
注
に
あ
げ
て
い
る
『
白
氏
文
集
』
の
用
例
は
Ａ
「
欹
」
で

表
記
し
て
い
る
。
恐
ら
く
『
菅
家
後
集
』
原
文
で
は
Ｂ
「
敧
」
の
字
体
な
の
で
あ
ろ
う
。『
菅
家
後
集
』
の
原
本
に
当
た
っ
て
字
体
を
確

認
す
べ
き
で
は
あ
る
が
、
現
存
最
善
本
と
さ
れ
る
前
田
家
甲
本
の
影
印
の
公
刊
が
無
く
、
い
ま
原
本
で
の
確
認
が
か
な
わ
な
か
っ
た
。
漢

字
の
相
違
を
検
討
し
た
限
り
で
は
、
字
体
に
よ
る
意
義
の
違
い
が
そ
れ
ほ
ど
問
題
に
な
ら
な
い
よ
う
な
の
で
、
原
本
で
の
確
認
は
今
後
の

課
題
と
し
、
以
下
本
論
で
は
別
段
の
必
要
が
無
い
限
り
「
欹
（
枕
）」
で
表
記
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
『
菅
家
後
集
』『
菅
家
文
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草
』
の
用
例
に
つ
い
て
は
旧
大
系
に
倣
い
Ｂ
の
「
敧
（
枕
）」
で
表
記
し
、
ま
た
詩
の
掲
出
に
当
た
っ
て
は
利
用
し
た
索
引
等
の
字
体
に

従
う
。

　
な
お
、
参
考
ま
で
に
『
漢
語
大
詞
典
』
で
の
Ａ
「
欹
」、
Ｂ
「
敧
」
の
意
味
記
述
を
以
下
に
示
し
て
お
く
。（
用
例
は
省
略
す
る
。）

・�

Ａ
「
欹
」
…
❶
歪
斜；

傾
斜
。
❷
容
貌
憔
悴
。
❸
通
“
倚
”。
斜
倚
、
斜
靠
。

・�

Ｂ
「
敧
」
…
同
“
欹
”。
❶
傾
斜
、
歪
斜
不
正
。
❷
通
“
倚
”。
倚
靠；

斜
靠
。

Ｂ
「
敧
」
❷
の
用
例
と
し
て
「
敧
枕
」
の
詩
で
の
用
例
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、『
漢
語
大
詞
典
』
で
は
「
敧
枕
」
を
「
枕
に
よ
り
か
か
る
、

も
た
れ
る
」
と
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

三
　
中
国
で
の
「
欹
枕
」

三
│
（
一
）　
詩
文
と
散
文
で
の
偏
り

　
中
国
本
土
で
「
欹
枕
」
が
ど
れ
だ
け
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、
語
彙
の
索
引
シ
ス
テ
ム
に
当
た
っ
て
収
集
し
て
み
た
。
用
例
は
、
一
部
を

後
に
紹
介
す
る
。（
先
行
研
究
に
お
け
る
中
国
の
用
法
の
解
釈
は
本
節
後
半
に
触
れ
る
。）

・�『
漢
籍
全
文
資
料
庫
』http://hanchi.ihp.sinica.edu.tw

/ihp/hanji.htm

（
史
書
や
経
典
な
ど
の
散
文
資
料
を
網
羅
し
て
い
る
。）

　
　
　
Ａ
「
欹
枕
」
二
例
　�

Ｂ
「
敧
枕
」
用
例
な
し
　
Ｃ
「

枕
」
用
例
な
し

・『
全
唐
詩
検
索
系
統
』http://cls.hs.yzu.edu.tw

/tang/D
atabase/index.htm

l

（
唐
の
時
代
の
詩
を
網
羅
し
て
い
る
。）

　
　
　
Ａ
「
欹
枕
」
十
七
例
　
Ｂ
「
敧
枕
」
十
九
例
　
Ｃ
「

枕
」
三
十
六
例

　
検
索
の
結
果
か
ら
、「
欹
枕
」
は
ほ
と
ん
ど
詩
に
偏
っ
て
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。「
詩
語
」
と
し
て
は
用
例
が
多
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く
、
唐
詩
に
お
い
て
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
検
索
結
果
か
ら
は
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
こ
の
語
が
平
安
期
の
日
本
に
広
ま
っ
た
要

因
と
し
て
は
、
先
学
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
先
の
白
居
易
の
一
首
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
詩
で
の
用
例
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
詳
述
す
る
が
、
こ
こ
に
は
、
参
考
ま
で
散
文
で
の
「
欹
枕
」
の
用
例
二
例
を
挙
げ
て
お
く
。
な
お
、

こ
の
散
文
で
の
二
例
の
意
味
は
、
後
述
し
て
い
く
詩
で
の
用
法
と
比
較
の
た
め
に
こ
こ
で
記
し
て
お
け
ば
、
詩
と
類
似
し
て
い
る
と
判
断

で
き
る
。
用
例
の
あ
る
『
遼
史
』『
元
史
』
は
共
に
、
詩
語
「
欹
枕
」
が
よ
く
用
い
ら
れ
た
唐
詩
か
ら
は
時
代
が
下
っ
た
資
料
で
あ
り
、

唐
詩
の
「
欹
枕
」
の
用
法
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
○
『
遼
史
』�

卷
二
十
九
　
本
紀
第
二
十
九
　
天
祚
皇
帝
　
耶
律
延
禧
　
三�

保
大
二
年

處
溫
等
相
顧
微
笑
、
以
寧
扇
亂
軍
心
、
欲
殺
之
。
淳
欹
枕
長
嘆
曰
「
彼
忠
臣
也
、
焉
可
殺
。
天
祚
果
來
、

こ
の
詩
で
、「
欹
枕
」
し
て
「
長
嘆
」
す
る
と
い
う
、
横
に
な
り
つ
つ
も
寝
入
ら
ず
に
い
る
情
景
は
、
後
述
す
る
詩
の
用
法
と
重
な
る
。

次
の
『
元
史
』
で
の
用
例
も
同
様
で
あ
る
。

　
○
『
元
史
』�

卷
一
百
八
十
　
列
傳
第
六
十
七
　
耶
律
希
亮

為
「
忠
」。
希
亮
曰
「
囹
圄
多
囚
耳
。」
世
祖
方
欹
枕
而
臥
、
忽
寤
、
問
其
故
。
希
亮
奏
曰
「
近
奉
旨
〜
」

三
│
（
二
）　
中
国
語
「
欹
枕
」
の
解
釈
の
諸
説

　「
従
来
、『
枕
を
欹
つ
』
と
い
う
訓
に
つ
い
て
は
異
論
が
な
く
」（
松
浦
友
久
『『
万
葉
集
』
と
い
う
名
の
双
関
語
』「
10
　
遺
愛
寺
鐘
欹

枕
聴
」
平
成
七
年
）
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
の
古
典
作
品
に
お
け
る
「
欹
枕
」
の
「
訓
読
」
部
分
そ
の
も
の
に
は
異
訓
は
な
い
が

（
現
代
の
視
点
か
ら
他
の
訓
読
の
方
が
よ
り
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
、
等
の
説
は
あ
る
も
の
の
）、
一
方
、「
欹
枕
」
の
意
味
の
解
釈
に
関
し
て

は
諸
説
が
あ
り
、
大
き
く
分
け
て
以
下
の
四
通
り
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
を
と
っ
た
主
要
な
論
を
併
せ
て
記
す
る
。
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イ
　
枕
の
端
を
高
く
す
る
・
枕
を
斜
め
に
傾
け
る
・
枕
を
斜
め
に
す
る
（
以
下
、
傾
枕
説
と
呼
ぶ
）

工
藤
篁
「『
敧
枕
』
に
つ
い
て
」　『
中
国
語
学
』
72
号
　
昭
和
三
十
三
年

岩
城
秀
夫
「
遺
愛
寺
の
鐘
は
枕
を
欹
て
て
聴
く
」　『
国
語
教
育
研
究
』
第
八
号
　
昭
和
三
十
八
年
　
※

戸
川
芳
郎
「「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
解
」『
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
8
─
5
号
　
昭
和
三
十
八
年
　
学
燈
社

戸
川
芳
郎
「「

枕
に
つ
い
て
」
補
論
」　『
汲
古
』
14
号
　
昭
和
六
十
三
年
　
汲
古
書
院

川
口
久
雄
『
日
本
古
典
文
学
大
系
　
菅
家
文
草
　
菅
家
後
集
』
昭
和
四
十
一
年
　
岩
波
書
店

※
岩
城
氏
は
、「
輾
転
反
側
す
る
と
き
に
、
お
の
ず
か
ら
生
ず
る
枕
の
傾
斜
を
い
う
こ
と
ば
」
と
解
釈
す
る
。

　
　
ロ
　
枕
に
横
た
わ
る
・
枕
に
よ
る
・
枕
に
身
を
横
た
え
る
（
以
下
、
依
枕
説
と
呼
ぶ
）（
身
体
の
向
き
を
特
定
さ
せ
な
い
説
）

松
浦
友
久
『『
万
葉
集
』
と
い
う
名
の
双
関
語
』「
10
　
遺
愛
寺
鐘
欹
枕
聴
」　
平
成
七
年

焼
山
廣
志
『
菅
原
道
真
研
究
─
『
菅
家
後
集
』
全
注
釈
（
一
）
─
』　
平
成
十
二
年

（
※
埋
田
重
夫
「『
遺
愛
寺
鐘
欹
枕
聴
』
考
」　『
中
国
文
学
研
究
』
十
四
期
　
昭
和
六
十
三
年
）

※
埋
田
氏
は
単
に
「
枕
に
横
た
わ
る
」
で
は
な
く
、
よ
り
厳
密
に
「
枕
に
側
臥
す
る
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
“
側

臥
”
に
つ
い
て
は
、
本
論
で
は
こ
の
ロ
と
は
あ
え
て
区
別
し
て
「
ニ
　
側
臥
説
」
と
し
、
重
要
な
解
釈
と
し
て
注
目
し

て
い
き
た
い
。

　
　
ハ
　
枕
に
耳
を
そ
ば
だ
つ
（
身
体
を
横
た
え
た
ま
ま
耳
を
澄
ま
せ
て
音
を
聞
く
）

参
考
説
　（
埋
田
重
夫
「『
遺
愛
寺
鐘
欹
枕
聴
』
考
」
に
一
説
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
）

　
　
ニ
　
枕
に
身
を
横
向
き
に
し
て
横
た
わ
る
（
以
下
、
側
臥
説
と
呼
ぶ
）

埋
田
重
夫
「『
遺
愛
寺
鐘
欹
枕
聴
』
考
」　『
中
国
文
学
研
究
』
十
四
期
　
昭
和
六
十
三
年
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（
※
岩
城
秀
夫
「
遺
愛
寺
の
鐘
は
枕
を
欹
て
て
聴
く
」　『
国
語
教
育
研
究
』
第
八
号
　
昭
和
三
十
八
年
）

※
岩
城
氏
は
、
人
は
「
左
右
い
ず
れ
か
の
横
向
き
の
姿
勢
で
臥
し
て
い
る
」
と
し
な
が
ら
も
、「
欹
枕
」
の
語
と
し
て
は
、

「
枕
の
傾
斜
を
い
う
こ
と
ば
」
と
い
う
結
論
に
と
ど
ま
っ
た
（
三
─
（
四
）
参
照
）。

　
中
で
も
、
ニ
側
臥
説
の
埋
田
氏
の
論
は
、「
欹
枕
」
に
つ
い
て
語
義
、
語
誌
、
詩
情
な
ど
多
方
面
か
ら
考
察
を
し
て
お
り
、
傾
聴
す
べ

き
論
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
イ
傾
枕
説
の
工
藤
氏
、
岩
城
氏
の
説
、
ロ
依
枕
説
の
松
浦
氏
、
も
中
国
の
用
例
に
多
く
当
た
っ
て
お
り
、
い
ず

れ
も
考
慮
す
べ
き
内
容
が
多
い
。
以
下
、
先
学
の
説
を
踏
ま
え
つ
つ
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。
な
お
、「
欹
」
の
「
は
さ
む
」「
よ
り
か

か
る
」
の
意
か
ら
、
現
代
人
的
な
感
覚
で
“
枕
を
脇
の
下
に
は
さ
ん
で
横
向
き
に
（
手
枕
な
ど
し
て
）
横
た
わ
る
”
と
い
う
姿
勢

0

0

も
考
え

ら
れ
て
く
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
中
国
・
日
本
の
い
ず
れ
の
用
例
で
も
そ
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
例
は
な
く
、
ま
た
、
い
ず
れ
の
先
行
研

究
に
お
い
て
も
、
そ
の
解
は
第
一
義
に
は
と
っ
て
い
な
い
の
で
、
本
論
で
は
言
及
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
は
一
部
を
除
き
主
に
中

国
語
「
欹
枕
」
の
解
釈
で
あ
る
が
、
日
本
語
「
そ
ば
だ
つ
」
の
諸
解
釈
に
つ
い
て
は
五
章
以
下
で
改
め
て
取
り
上
げ
る
。

　
本
稿
で
の
結
論
を
ま
ず
述
べ
る
と
、
日
本
文
学
に
お
け
る
「
欹
枕
」
お
よ
び
そ
の
受
容
と
し
て
の
「
枕
を
欹
つ
」
は
、
横
向
き
に
な
っ

て
寝
そ
べ
っ
て
い
る
行
為
を
表
し
、
か
つ
多
く
の
場
合
、（
寝
付
か
ず
に
）
周
囲
の
音
を
聞
く
と
も
な
く
聞
い
て
い
る
様
子
を
含
意
し
、

訓
と
し
て
は
、
従
来
通
り
「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
が
相
応
し
い
と
考
え
ら
れ
る
（
こ
の
「
〜
を
そ
ば
だ
つ
」
と
い
う
訓
で
当
時
と
し
て
も
正

し
い
と
見
る
解
釈
も
、
本
論
が
最
初
と
思
わ
れ
る
）。
そ
の
論
拠
を
以
下
に
述
べ
て
い
こ
う
と
思
う
。

三
│
（
三
）　
中
国
詩
に
お
け
る
「
欹
枕
」
の
意
味

　
漢
語
「
欹
枕
」
は
本
来
ど
う
い
っ
た
様
子
を
示
す
語
だ
っ
た
の
か
、
ま
ず
中
国
詩
で
の
古
い
方
の
用
例
か
ら
い
く
つ
か
順
に
検
討
し
て

み
た
い
。
以
下
『
全
唐
詩
検
索
系
統
』
か
ら
、
そ
の
典
型
的
用
法
と
考
え
ら
れ
た
も
の
で
、
比
較
的
情
景
の
読
み
取
り
や
す
い
も
の
を
い
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く
つ
か
取
り
上
げ
て
解
説
し
、
そ
の
後
、
先
行
研
究
に
お
け
る
中
国
詩
の
用
法
に
関
す
る
代
表
的
解
釈
も
紹
介
し
て
確
認
す
る
こ
と
と
す

る
。
な
お
、
本
節
で
挙
げ
る
中
国
詩
の
用
例
は
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
一
部
の
も
の
に
限
る
。
そ
れ
は
、
先
行
研
究
と
比
較
し
て
も
中
国

詩
で
の
意
味
解
釈
が
ほ
ぼ
一
定
し
て
く
る
こ
と
（
説
が
分
か
れ
て
い
る
部
分
は
後
述
）、
お
よ
び
、
本
稿
で
の
目
的
が
日
本
に
お
け
る
受

容
の
問
題
に
む
し
ろ
あ
り
、
中
国
で
の
用
法
の
詳
細
な
検
討
で
は
な
い
こ
と
、
に
よ
る
。（
中
国
詩
史
上
に
お
け
る
変
遷
に
つ
い
て
は
、

後
述
す
る
よ
う
な
史
的
変
遷
の
課
題
が
あ
る
の
で
、
機
会
を
改
め
た
い
。）

　（
1
）
初
出
例
　
四
句
（
埋
田
（
二
〇
〇
六
）
よ
り
）

①
「
欹
枕
鴻
雁
高
、
閉
関
花
薬
森
。」（
李
端
「
贈
薛
頂
」、『
全
唐
詩
』
巻
二
八
四
）

②
「
欹
枕
聞
鴻
雁
、

燈
見
竹
林
。」（
李
端
「
宿
山
寺
思
帰
」、『
全
唐
詩
』
巻
二
八
五
）

③
「
聞
蝉
昼
眠
後
、
欹
枕
対
蓬
蒿
。」（
司
空
曙
「
閒
園
書
事
招
暢
当
」、『
全
唐
詩
』
巻
二
九
二
）

④
「
長
簟
貪
欹
枕
、
軽
懶
巾
挂
頭
。」（
司
空
曙
「
苦
熱
」、『
全
唐
詩
』
巻
二
九
三
）

　
埋
田
氏
は
、
大
暦
十
才
人
に
数
え
ら
れ
る
李
端
と
司
空
曙
の
こ
れ
ら
の
二
例
ず
つ
（
い
ず
れ
も
対
句
中
）
を
、
こ
の
詩
語
の
も
っ
と
も

早
い
用
例
と
し
て
挙
げ
、
そ
れ
以
降
、
中
唐
の
詩
人
に
継
承
さ
れ
、
晩
唐
に
至
っ
て
は
「
も
は
や
特
異
な
語
彙
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ

る
」
と
さ
れ
た
。（
因
に
、
李
端
の
①
②
は
「
鴻
雁
」
の
声
を
聞
く
こ
と
を
詠
む
が
、『
菅
家
後
集
』「
四
八
〇
　
聞
旅
雁
」（
後
掲
）
も

「
欹
枕
」
し
て
雁
の
声
を
聞
い
て
い
る
。）

　（
2
）
晩
秋
　
　
元
稹
　
　
元
氏
長
慶
集
巻
一
四

竹
露
滴
寒
聲
　
　
竹
露
寒
聲
滴
り

離
人
曉
思
驚
　
　
離
人
暁
思
驚
く

酒
醒
秋
簟
冷
　
　
酒
醒
め
て
秋
簟
冷
や
か
に
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六

風
急
夏
衣
輕
　
　
風
急
に
し
て
夏
衣
輕
し

寢
倦
解
幽
夢
　
　
寢
倦
み
て
幽
夢
解
け

慮
閑
添
遠
情
　
　
慮
閑
に
し
て
遠
情
を
添
う

誰
憐
獨
欹
枕
　
　
誰
か
憐
れ
む
獨
り
枕
を
欹
つ
る
を

斜
月
透
窗
明
　
　
斜
月
窗
を
透
し
て
明
ら
か
な
り

　
こ
れ
は
、
遠
く
離
れ
た
人
を
思
い
、
独
り
寝
の
寂
し
さ
を
詠
ん
で
い
る
。
中
国
詩
の
「
欹
枕
」
に
多
い
悠
々
と
し
た
情
景
で
は
な
く
、

悲
し
い
思
い
の
中
で
「
欹
枕
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。（
な
お
、
元
稹
（
七
七
九
─
八
三
一
）
は
白
居
易
の
友
人
で
あ
る
が
、
岩
城
（
一

九
六
三
）
は
「
い
ず
れ
が
早
く
欹
枕
の
二
字
を
用
い
た
か
は
、
詳
ら
か
で
な
い
が
、
両
人
の
使
用
例
に
は
差
異
【
引
用
者
注
＝
意
味
的

な
】
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。）

　（
3
）
病
假
中
南
亭
閑
望
　
　
病
假
中
南
亭
に
て
閑
望
す
　
　
白
居
易
　〔
巻
四
二
八
〕

欹
枕
不
視
事
　
　
枕
を
欹
て
て
事
を
視
ず

兩
日
門
掩
關
　
　
兩
日
門
は
掩
い
關
せ
り

始
知
吏
役
身
　
　
始
め
て
知
る
吏
役
の
身

不
病
不
得
閒
　
　
病
に
あ
ら
ざ
れ
ば
閑
を
得
ず

閒
意
不
在
遠
　
　
閑
意
遠
く
に
在
ら
ず

小
亭
方
丈
間
　
　
小
亭
　
方
丈
の
間

　（
略
）

こ
れ
は
詩
題
に
あ
る
と
お
り
、
病
の
た
め
仕
事
か
ら
離
れ
家
に
ひ
き
こ
も
っ
て
静
養
し
て
い
る
時
の
詩
で
あ
る
。
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　（
4
）
東
樓
竹
　
　
東
樓
の
竹
　
　
白
居
易
〔
巻
四
三
四
〕

瀟
灑
城
東
樓
　
　
瀟
灑
な
り
　
城
東
の
楼

繞
樓
多
修
竹
　
　
楼
を
繞
り
て
　
修
竹
多
し

森
然
一
萬
竿
　
　
森
然
　
一
万
竿

白
粉
封
青
玉
　
　
白
粉
青
玉
に
対
す

卷
簾
睡
初
覺
　
　
簾
を
卷
き
て
睡
は
初
め
て
覺
め

　
枕
看
未
足
　
　
枕
を
　
て
て
看
れ
ど
も
未
だ
足
ら
ず

影
轉
色
入
樓
　
　
影
転
び
て
　
色
　
楼
に
入
り

床
席
生
浮
綠
　
　
床
席
　
浮
緑
を
生
ず

　（
略
）

　
こ
れ
は
白
居
易
の
詩
で
、
窓
か
ら
見
え
る
竹
を
、
横
に
な
り
な
が
ら
の
ん
び
り
と
眺
め
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
白
居
易
は
こ
の
よ
う
に
、

徒
然
と
寝
そ
べ
っ
て
い
る
情
景
に
「
欹
枕
」
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
。

　（
5
）
長
興
里
夏
日
寄
南
鄰
避
暑
　
　
杜
牧
〔
巻
五
二
六
〕

　（
略
）

開
鎖
洞
門
遠
　
　
開
き
鎖
じ
て
洞
門
遠
く

捲
簾
官
舍
涼
　
　
簾
を
捲
き
て
官
舎
涼
か
な
り

欄
圍
紅
藥
盛
　
　
欄
囲
み
て
紅
薬
盛
り

架
引
綠
蘿
長
　
　
架
引
き
て
緑
蘿
長
し
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永
日
一
敧
枕
　
　
永
日
一
た
び
枕
を
敧
て

故
山
雲
水

　
　
故
山
雲
水
の
郷

　（
6
）
永
夜
　
　
齊
己
　
　〔
巻
八
四
一
〕

永
日
還
敧
枕
　
　
永
日
還
り
て
枕
を
敧
て

良
宵
亦
曲
肱
　
　
良
宵
に
亦
た
肱
を
曲
ぐ

神
閒
無
萬
慮
　
　
神
閑
万
慮
無
く

壁
冷
有
殘
燈
　
　
壁
冷
や
か
に
残
灯
有
り

　（
略
）

　
右
二
首
は
、
共
通
し
て
「
欹
枕
」
に
「
永
日
」
が
掛
か
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
か
ら
、「
欹
枕
」
は
枕
を
“
不
安
定
に
傾
け
高
く
し
て
”

眠
ろ
う
と
す
る
様
子
で
は
な
く
、
終
日
所
在
な
く
た
だ
ご
ろ
ご
ろ
と
、
時
に
肱
を
曲
げ
て
肘
枕
を
し
た
り
し
て
は
、
寝
転
が
る
情
景
に
近

い
事
が
確
認
で
き
る
。

　
以
上
の
五
例
の
よ
う
に
、
ま
ず
、
①
「
欹
枕
」
と
は
概
ね
、
寝
転
ん
だ
状
態
で
は
あ
り
な
が
ら
眠
り
に
つ
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

の
ん
び
り
休
息
し
て
い
る
様
子
を
指
す
語
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
、
②
（
2
）「
晩
秋
」
の
月
や
（
4
）「
東
樓
竹
」
の
竹
な
ど
、
寝
な

が
ら
に
し
て
外
の
景
色
か
何
か
を
見
て
い
る
情
景
が
多
い
こ
と
か
ら
、
た
だ
仰
向
け
に
寝
て
い
る
の
で
は
な
く
、
特
に
横
を
向
い
て
臥
せ

っ
て
い
る
姿
を
表
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
欹
枕
」
の
「
欹
」
は
「
そ
の
傾
斜
す
る
対
象
が
実
は
枕
で
は
な
く
人
で
あ
る
」

（
埋
田
氏
）
と
い
う
よ
う
に
、
人
が
横
向
き
に
臥
し
体
を
立
て
て
い
る
状
態
を
示
し
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
調
査
し
た
範
囲
で
は
右
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
先
行
研
究
の
中
で
も
調
査
と
検
討
が
詳
細
で
あ
る
岩
城
氏
と

埋
田
氏
の
解
釈
す
る
範
囲
を
出
で
ず
、
そ
れ
ら
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
も
、
大
き
く
異
な
ら
な
い
。
次
に
簡
略
に
お
二
人
の
解
釈
の
結
論
を
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九

紹
介
す
る
。

三
│
（
四
）
中
国
詩
に
お
け
る
「
欹
枕
」
の
史
的
変
遷
に
関
す
る
二
つ
の
解
釈
（
安
部
）

　
岩
城
秀
夫
氏
と
埋
田
重
夫
氏
と
に
共
通
す
る
重
要
な
点
は
、
体
の
姿
勢
は
た
だ
の
横
臥
で
な
く
横
向
き
つ
ま
り
「
側
臥
」
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
中
国
詩
上
に
お
け
る
「
欹
枕
」
の
意
味
的
変
遷
を
（
お
二
人
各
々
多
少
異
な
る
時
代
と
観
点
か
ら
）
具
体
的
に
跡
づ
け

て
い
る
点
で
あ
る
。
引
用
が
少
し
長
く
な
る
が
重
要
な
二
説
で
あ
る
の
で
挙
げ
て
お
き
た
い
。

　
岩
城
氏
は
、
日
本
国
内
の
研
究
と
し
て
は
、
お
そ
ら
く
最
初
に
「
側
臥
」
で
あ
る
こ
と
を
用
例
か
ら
帰
納
的
に
結
論
付
け
た
も
の
で
あ

る
。「

す
な
わ
ち
欹
枕
の
際
に
は
、
人
は
上
向
き
の
姿
勢
で
は
な
く
、
左
右
い
ず
れ
か
の
横
向
き
の
姿
勢
で
臥
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。」

　
岩
城
氏
は
、
こ
の
横
臥
姿
勢
を
表
現
す
る
の
に
、
で
は
「
な
ぜ
欹
枕
と
い
う
こ
と
ば
を
も
ち
い
る
の
か
。」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な

「
文
学
的
」
推
定
を
下
さ
れ
た
。
そ
の
解
釈
が
、
後
続
の
埋
田
氏
の
解
釈
と
大
き
く
違
う
点
で
あ
る
。
即
ち
、
次
の
如
し
。

「
し
か
し
一
方
で
横
臥
の
姿
勢
を
【
引
用
者
注
：
床
に
寝
た
姿
勢
を
い
ろ
い
ろ
】
変
え
た
ぐ
ら
い
で
、
欹
枕
、
す
な
わ
ち
、
枕
【
引

用
者
注
：
陶
製
も
含
む
箱
枕
等
】
が
傾
斜
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
反
論
も
予
想
さ
れ
る
。
確
か
に
物
理
的
に
い
え
ば
、
な
に
ほ

ど
の
傾
斜
も
も
た
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
の
一
端
に
頭
部
を
の
せ
て
横
向
き
の
姿
勢
で
臥
し
た
場
合
、
頭
部
の
後
方
に
あ

る
枕
の
他
の
端
が
、
な
に
が
し
か
浮
か
び
あ
が
る
ご
と
く
感
じ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
れ
を
文
学
的
に
欹
枕
の
二
字
で
表
現
す

る
こ
と
も
、
ま
た
あ
り
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。」

　
結
論
と
し
て
「
欹
枕
」
は
、

「
眠
れ
ぬ
ま
ま
に
輾
転
反
側
す
る
と
き
に
、
お
の
ず
か
ら
生
ず
る
枕
の
傾
斜
を
い
う
こ
と
ば
と
し
て
、
欹
枕
の
二
字
は
使
用
さ
れ
て
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い
る
と
思
わ
れ
る
。」

　
と
さ
れ
、
最
終
的
に
は
「
傾
枕
」
説
に
や
は
り
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
一
方
、
岩
城
氏
の
説
で
い
ま
ひ
と
つ
重
要
な
点
は
、
こ
れ
も
管
見
の
限
り
で
は
お
そ
ら
く
初
め
て
、
中
国
で
の
「
欹
枕
」
の
使
用
場
面

に
相
異
な
る
2
パ
タ
ン
を
指
摘
し
た
点
で
あ
ろ
う
。

　
2
パ
タ
ン
と
は
つ
ま
り
、
白
氏
の
「
不マ

マ

精
の
中
に
え
ら
れ
る
楽
し
さ
」（

≒

自
適
）
と
、
白
氏
の
友
人
で
も
あ
る
同
時
代
の
元
稹
の

「
眠
れ
ぬ
夜
の
輾
転
反
側
」
で
あ
る
（
こ
の
「
眠
れ
ぬ
夜
の
輾
転
反
側
」
と
い
う
解
釈
の
方
は
岩
城
氏
自
身
が
「
欹
枕
」
の
原
義
と
し
た

も
の
に
近
い
か
）。

①
「
元
稹
の
輾
転
」
─
─
「
両
人
【
引
用
者
注
：
白
居
易
と
元
稹
】
の
使
用
例
に
は
差
異
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
元
稹
は
眠
れ
ぬ
夜

の
輾
転
反
側
を
欹
枕
で
表
現
し
た
の
で
あ
り
、
五
代
か
ら
宋
へ
と
、
と
く
に
、
詞
の
分
野
【
引
用
者
注
：「
詞
（
詩
録
）」
と
い
う

記
述
も
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
「
宋
詞
」】
で
は
元
稹
と
同
じ
方
向
に
用
い
た
場
合
が
多
い
が
、」

②
「
白
居
易
の
自
適
」
─
─
「
白
居
易
の
こ
の
詩
の
場
合
、
前
述
の
よ
う
に
、
お
そ
く
ま
で
熟
睡
し
た
朝
の
、
起
き
る
の
も
面
倒
で

寝
そ
べ
っ
て
い
る
作
者
の
様
子
を
想
像
す
る
の
が
、
正
し
い
で
あ
ろ
う
。」

　
つ
ま
り
、
中
唐
の
白
居
易
・
元
稹
の
こ
ろ
に
は
、
二
つ
の
用
法
が
あ
っ
た
が
、
五
代
か
ら
宋
、
特
に
宋
詞
に
お
い
て
は
、「
眠
れ
ぬ
夜

の
身
体
の
輾
転
反
側
」
を
表
現
す
る
傾
向
が
強
い
詩
語
で
あ
っ
た
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
こ
れ
を
、
埋
田
氏
は
「
憂
愁
の
た
め
輾
転
反

側
す
る
貌
（
さ
ま
）（
悶
々
と
し
て
寝
つ
か
れ
な
い
状
態
）」
と
表
現
し
直
し
て
い
る
）。

　
次
に
埋
田
氏
の
説
を
見
て
比
較
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
本
稿
に
関
係
す
る
主
要
な
論
点
を
列
挙
す
る
。

①
　
従
来
の
語
義
解
釈
は
（
岩
城
氏
も
含
め
）
い
ず
れ
も
「
ほ
と
ん
ど
全
く
成
立
し
難
い
誤
訳
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。」

②
　「
賓
結
構
句
『
欹
枕
』
は
自
動
詞
─
─
「
〜
に
〜
す
る
」
─
─
と
し
て
の
用
法
で
あ
り
、
枕
辺
に
横
臥

0

0

し
て
い
る
詩
人
の
安
眠



唐
詩
詩
語
「
欹
枕
」
の
漢
文
訓
読
語
と
し
て
の
「
枕
を
そ
ば
だ
て
て
（
聞
く
）」（
側
臥
）（
安
部
・
中
山
）�

七
一

姿
勢
を
示
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。」

③
　「
そ
れ
故
に
、
も
し
訓
読
す
る
な
ら
ば
、『
枕
を
欹0

（
そ
ば
だ
）
て
る
』
で
は
な
く
、『
枕
に
欹0

（
そ
ば
だ
）
つ
』『
枕
に
欹0

（
よ

こ
た
）
は
る
』
と
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
」（
傍
点
原
文
）

④
　
最
も
早
い
用
例
は
、「
李
端
・
司
空
曙
・
楊
凌
な
ど
の
大
暦
年
間
の
詩
人
で
あ
り
、（
中
略
）
こ
の
語
彙
に
対
す
る
嗜
好
の
流
れ

は
、
中
唐
か
ら
晩
唐
の
詩
人
社
会
に
急
速
に
拡
大
し
て
い
き
、
唐
代
後
期
に
至
っ
て
は
決
し
て
特
異
な
こ
と
ば
で
は
な
く
な
っ
て

い
た
」（
傍
線
引
用
者
）

⑤
　
白
居
易
に
と
っ
て
「
欹
枕
」（
枕
に
側
臥
す
る
）（
お
よ
び
「
撥
簾
」（
簾
を
さ
っ
と
撥
ね
上
げ
る
）
の
2
語
）
は
、「
独
善
・
自

足
・
安
眠
・
安
逸
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
身
心
の
“
現
状
充
足
”
の
場
を
、
よ
り
よ
く
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
特
別
な
意
味
を
も

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
。」

　
こ
の
よ
う
に
、
埋
田
氏
、
岩
城
氏
の
指
摘
を
比
較
し
て
見
る
と
、
次
の
2
点
で
共
通
す
る
。

①
　「
欹
枕
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
の
身
体
の
体
勢
は
「
側
臥
」
で
あ
る
（
単
に
床
に
横
に
臥
す
意
味
で
の
「
横
臥
」
で
は
な

い
）。

②
　
中
国
詩
史
上
、
中
唐
に
お
い
て
「
欹
枕
」
の
使
用
場
面
に
す
で
に
二
つ
の
異
な
る
用
法
─
─
惰
眠
を
貪
る
「
自
適
」
と
「
眠
れ

ぬ
夜
の
身
体
の
輾
転
反
側
」
─
─
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
埋
田
説
以
後
、
こ
の
説
は
、
松
浦
（
一
九
九
二
、
後
に
一
九
九
五
）、
中
島
和
歌
子
（
一
九
九
四
）、
小
山
香
織
（
二
〇
〇
一
）
の

3
名
に
よ
っ
て
そ
の
主
要
な
部
分
は
支
持
さ
れ
て
お
り
、
実
証
的
な
反
論
は
い
ま
だ
な
い
（
唯
一
の
反
論
で
あ
る
加
固
理
一
郎
（
一
九
九

八
）
に
つ
い
て
は
注
（
2
）
参
照
）。
本
稿
執
筆
者
が
検
証
す
る
限
り
で
も
、
埋
田
氏
の
解
釈
は
、
日
本
漢
文
に
お
け
る
訓
読
（
そ
ば
だ

つ
）
の
問
題
に
関
す
る
部
分
以
外
は
、
支
持
さ
れ
る
も
の
と
決
論
づ
け
ら
れ
る
。
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一
方
、
若
干
の
課
題
も
残
っ
た
。
特
に
、
今
後
の
研
究
課
題
と
い
う
点
で
は
、
中
国
詩
史
上
に
お
け
る
「
欹
枕
」
の
用
法
の
史
的
傾
向

の
精
査
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
二
者
の
論
の
比
較
か
ら
明
ら
か
に
で
き
る
。
即
ち
、
お
二
人
の
中
国
詩
史
上
の
解
釈
に
は
若
干
の
異

な
り
が
あ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
で
は
、
中
唐
か
ら
晩
唐
ま
で
は
白
居
易
の
よ
う
な
「
自
適
」「
独
善
・
自
足
・
安
眠
・
安
逸
」
を
象
徴
す

る
使
用
の
傾
向
が
強
く
（
埋
田
氏
）、
続
く
五
代
か
ら
宋
に
お
い
て
は
む
し
ろ
「
眠
れ
ぬ
夜
の
身
体
の
輾
転
反
側
」
の
様
を
表
現
す
る
傾

向
に
変
化
し
て
い
く
（
岩
城
氏
）、
と
い
う
史
的
変
遷
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

　
さ
て
、
先
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
た
「
欹
枕
」
の
意
味
か
ら
、「
欹
枕
」
を
訓
読
す
る
の
で
あ
れ
ば
、「
枕
に
そ
ば
だ
て
る
」（
埋
田
氏
）

や
「
枕
に
よ
る
、
枕
に
よ
こ
た
わ
る
」（
埋
田
氏
、
松
浦
氏
）、「
枕
に
欹
（
ふ
）
し
て
」（
松
浦
氏
）、
ま
た
「
枕
」
を
寝
る
意
で
と
っ
て

「
欹
て
て
枕
す
」（
私
案
。
今
回
参
照
し
た
論
文
に
は
こ
の
訓
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
）
等
と
す
る
の
が
適
切
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ

る
。
で
は
な
ぜ
平
安
の
貴
族
た
ち
は
あ
え
て
「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
と
訓
じ
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

四
　
日
本
漢
詩
に
お
け
る
「
欹
枕
」
と
『
菅
家
後
集
』

四
│
（
一
）　
日
本
漢
詩
に
お
け
る
「
欹
枕
」
の
受
容

　
次
に
、
日
本
漢
詩
で
の
「
欹
枕
」
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
と
思
う
。
ま
ず
本
稿
で
問
題
に
し
て
い
く
日
本
に
お
け
る
漢
語
「
欹
枕
」
の

用
法
を
確
認
す
る
。
日
本
漢
文
で
の
用
例
は
、
既
に
確
認
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
初
出
に
『
文
華
秀
麗
集
』
が
あ
り
、
つ
い
で
、
漢
詩

『
経
国
集
』『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
に
い
ず
れ
も
一
例
ず
つ
用
例
が
続
く
。
ま
た
、
動
詞
「
欹
」
の
初
出
は
四
に
挙
げ
る
『
田
氏
家

集
』
と
さ
れ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
そ
の
初
期
の
数
少
な
い
漢
詩
の
中
に
お
い
て
も
、「
欹
枕
」
の
使
わ
れ
る
場
面
に
中
国
の
用
法
の
幅
を
投
影
し
た
相
違
が

見
ら
れ
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
ひ
と
り
『
菅
家
後
集
』
で
は
強
い
「
悲
哀
」
感
の
中
で
使
わ
れ
て
い
る
。『
菅
家
後
集
』
の
そ
の
独
自
性

を
確
認
す
る
た
め
、『
文
華
秀
麗
集
』『
経
国
集
』『
菅
家
文
草
』
を
順
次
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

一
『
文
華
秀
麗
集
』
巻
上
　
遊
覧

　
　
　
江
頭
春
暁
。
一
首
。　
御
製
　
　
江
頭
の
春
暁
　
一
首
　
御
製

　
江
頭
亭
子
人
事
睽
　
　
江
頭
の
亭
子
人
事
に
睽
き

　
欹
枕
唯
聞
古
戍
鶏
　
　
枕
を
欹
て
て
唯
聞
く
は
古
戍
の
鶏
の
み

　
雲
気
湿
衣
知
近
岫
　
　
雲
気
衣
を
湿
ら
し
て
は
岫
に
近
き
こ
と
を
知
り

　
泉
声
驚
寝
覚
隣
渓
　
　
泉
声
寝ね

ぶ
り
を
驚
か
し
て
は
渓
に
隣ち
か

き
こ
と
を
覚
ゆ

　
天
辺
孤
月
乗
流
疾
　
　
天
辺
の
孤
月
流
に
乗
り
て
疾
く

　
山
裏
飢
猿
到
暁
啼
　
　
山
裏
の
飢
猿
暁
に
到
り
て
啼
く

　
物
候
雖
言
陽
和
未
　
　
物
候
陽
和
未
だ
し
と
言
ふ
と
雖
も

　
汀
洲
春
草
欲
萋
萋
　
　
汀
洲
の
春
草
萋
々
な
ら
ん
と
す

　
　
　（『
日
本
古
典
文
学
大
系
69
懐
風
藻
　
文
華
秀
麗
集
　
本
朝
文
粋
』
昭
和
三
十
九
年
　
岩
波
書
店
）

二
『
経
国
集
』
巻
第
十
三

　
　
　
七
言
。
山
居
驟
筆
。
一
首
　
　
太
上
天
皇

　
孤
雲
秋
色
暮
蕭
條
　
　
孤
雲
秋
色
に
暮
れ
て
蕭
條
た
り
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七
四

　
魚
鳥
清
機
復
寥
寥
　
　
魚
鳥
清
機
に
し
て
復
た
寥
寥

　
欹
枕
山
風
空
肅
殺
　
　
枕
を
欹
て
る
に
　
山
風
空
し
く
肅
殺
し

　
横
琴
溪
月
自
逍
遙
　
　
琴
を
横
た
へ
る
に
　
溪
月
自
ら
逍
遙

　
僻
居
人
老
文
章
拙
　
　
僻
居
の
人
　
老
い
て
文
章
拙
し

　
幽
谷
年
深

髪
凋
　
　
幽
谷
年
深
く

髪
凋そ
こ
なふ

　
蘿
戸
閑
來
無
一
事
　
　
蘿
戸
　
閑
来
た
り
て
一
事
無
く

　
莫
言
吾
侶
隠
須
招
　
　
言
ふ
莫
れ
　
吾
が
侶
　
隠
れ
て
須
く
招
く
べ
し

　
　
　（『
日
本
古
典
全
集
　
懐
風
藻
　
凌
雲
集
　
文
華
秀
麗
集
　
経
国
集
　
本
朝
麗
藻
』　
大
正
十
五
年
）

三
『
菅
家
文
草
』
巻
第
二

　
　
　
一
六
〇
　
石
泉
。

　
敧
枕
閑
窓
臥
　
　
枕
を
敧
て
て
閑か

ん
さ
う窓

に
臥
す
と
き

　
微
声
石
下
泉
　
　
微び

　せ
い声

あ
り
石い
は

の
下も
と

の
泉

　
松
悲
无
木
地
　
　
松
は
悲
し
ぶ
　
木
な
き
地

と
こ
ろ

　
雨
冷
不
雲
天
　
　
雨
は
冷す
さ
まし

　
雲
あ
ら
ざ
る
天そ
ら

　
未
飽
残
秋
賞
　
　
残
秋
の
賞
に
飽
か
ず

　
応
驚
五
夜
眠
　
　
五
夜
の
眠ね

ぶ

り
を
驚
お
ど
ろ
かす

べ
し

　
縦
教
聞
取
去
　
　
縦た

と

ひ
聞し
た
がひ
て
取
り
去
ら
し
む
と
も

　
那
得
写
門
前
　
　
那い

か

ん
ぞ
門
前
に
写そ
そ

く
こ
と
得
む
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五

　
　
　（『
日
本
古
典
文
学
大
系
72
菅
家
文
草
　
菅
家
後
集
』）

　
参
考
ま
で
次
に
「
欹
」
の
日
本
漢
詩
で
の
古
例
を
四
と
し
て
挙
げ
て
お
く
。
先
行
研
究
も
指
摘
す
る
例
で
あ
る
が
、
島
田
忠
臣
は
道
真

の
義
父
に
あ
た
る
。
こ
こ
で
の
「
欹
」
は
花
房
が
斜
め
に
垂
れ
る
様
で
あ
る
。

四
『
田
氏
家
集
』
巻
之
下
　
一
三
六

　
　
　
五
言
禁
中
瞿
麦
花
詩
三
十
韻
　（
抜
粋
）

　
脆
軟
紅
蘇
蔕
　
　
脆
軟
た
る
紅
蘇
の
蔕

　
欹
垂
蠟
紫
房
　
　
欹
垂
せ
る
蠟
紫
の
房

　
半
陰
縈
鳳
署
　
　
半
陰
鳳
署
を
縈
り

　
斜
景
射
虹
梁
　
　
斜
景
虹
梁
を
射
る

　
　
　（『
田
氏
家
集
全
解
』）

　
ま
ず
一
の
、「
欹
枕
」
の
日
本
漢
詩
に
お
け
る
初
出
の
用
例
、
八
一
八
（
弘
仁
九
）
年
成
立
の
『
文
華
秀
麗
集
』「
江
頭
春
暁
。
一
首
。」

を
見
る
。
こ
の
詩
は
『
文
華
秀
麗
集
』
の
頭
を
飾
る
嵯
峨
天
皇
の
御
製
で
あ
り
、「
欹
枕
」
と
い
う
語
が
そ
う
し
た
詩
に
用
い
ら
れ
る
ほ

ど
に
広
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
春
の
河
の
ほ
と
り
の
の
ど
か
な
情
景
を
詠
ん
だ
叙
景
詩
で
あ
り
、
こ
こ
で
の
「
欹

枕
」
は
、
白
居
易
の
詩
の
よ
う
に
漫
ろ
に
横
た
わ
る
様
子
を
表
す
の
に
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
聞
古
戍
鶏
」
と
あ
り
、“
寝
入
ら
ず
に

横
に
な
る
”
意
味
に
も
合
っ
て
い
る
。
こ
の
詩
は
、
お
そ
ら
く
「
欹
枕
」
が
日
本
漢
詩
に
紹
介
さ
れ
て
間
も
な
い
頃
の
詩
作
で
あ
り
、
多

く
の
中
国
詩
で
の
用
法
“
の
ん
び
り
と
し
た
情
景
で
横
た
わ
る
”（
自
適
）
に
倣
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
二
の
八
二
七
（
天
長
四
）
年
成
立
の
『
経
国
集
』
で
あ
る
。
ま
ず
「
欹
枕
」
と
「
横
琴
」
が
対
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
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い
。「
横
琴
」
は
お
そ
ら
く
琴
を
横
た
え
て
い
る
様
子
で
あ
る
が
、
そ
の
対
句
と
し
て
「
欹
枕
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
や
は

り
「
欹
枕
」
は
琴
が
横
に
し
て
置
か
れ
て
い
る
様
に
、
身
体
を
横
た
え
て
い
る
体
勢
を
指
す
語
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。
場
面
と
し
て
は

秋
の
物
寂
し
い
風
情
の
中
で
、
物
思
い
に
耽
っ
て
い
る
寂
寥
・
憂
愁
の
感
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
の
ん
び
り
・
悠
々
と
し
た

「
自
適
」
の
情
感
と
は
少
し
趣
を
異
に
し
て
い
る
。
中
国
詩
の
中
で
は
元
稹
の
例
の
よ
う
な
寂
寥
・
憂
愁
を
帯
び
た
情
景
で
詠
ま
れ
て
い

る
と
言
え
る
。

　
そ
し
て
三
、『
菅
家
後
集
』
と
深
く
関
係
す
る
『
菅
家
文
草
』
の
用
例
で
あ
る
。
初
句
の
頭
に
「
欹
枕
」
が
出
て
き
て
い
る
が
、
詩
の

大
意
は
閑
寂
な
小
亭
の
窓
辺
に
寝
て
い
る
と
泉
か
ら
湧
き
出
る
水
音
が
聞
こ
え
て
き
て
、
そ
れ
が
耳
障
り
で
眠
れ
な
い
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
一
「
江
頭
春
暁
」
の
鶏
、
二
「
山
居
驟
筆
」
の
山
風
同
様
、
こ
こ
で
は
「
微
声
石
下
泉
」
と
い
ず
れ
も
「
欹
枕
」
す
る
こ
と
で
何
か

し
ら
の
音
を
聞
い
て
お
り
、
興
味
深
い
共
通
点
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
詩
で
は
「
欹
枕
」
し
て
耳
に
入
っ
て
く
る
泉
の
音
に
つ
い
て
「
遺
愛

寺
鐘
」
の
よ
う
に
風
流
で
は
な
く
、「
取
去
」
り
た
い
と
あ
る
よ
う
に
、
鬱
陶
し
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
が
特
徴
的
で
あ
る
。
そ
し
て

「
松
悲
无
木
地
　
雨
冷
不
雲
天
」
と
い
う
寂
寥
と
し
た
描
写
や
「
閑
窓
臥
」
の
表
現
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
悠
々
と
寝
転
が
っ
て

閑
居
を
楽
し
む
と
い
う
よ
り
は
、
閑
寂
・
憂
愁
の
感
が
強
く
表
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
。

　
こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
が
初
句
の
「
敧
枕
閑
窓
臥
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
先
ほ
ど
三
章
で
中
国
語
に
お
け
る
「
欹
枕
」
の
解

釈
と
し
て
は
「
身
体
を
横
向
き
に
し
て
寝
る
（
但
し
寝
入
ら
な
い
）」
と
解
釈
し
た
が
、「
枕
を
立
て
て
寝
る
」「
枕
に
よ
る
・
よ
こ
た
わ

る
」
と
捉
え
る
向
き
も
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ
こ
で
『
菅
家
文
草
』
の
こ
の
詩
句
か
ら
、
改
め
て
道
真
の
詩
に
お
け
る
「
欹
枕
」
の
語

義
を
確
認
し
た
い
。

　
ま
ず
注
意
す
る
べ
き
は
、「
欹
枕
」
と
「
臥
」
が
同
時
に
使
わ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
し
「
欹
枕
」
を
単
に
「
枕
に
よ
る
・

よ
こ
た
わ
る
」
の
意
で
と
っ
て
し
ま
う
と
、「
枕
に
よ
る
・
よ
こ
た
わ
る
」
と
は
す
な
わ
ち
臥
せ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、「
臥
」
と
意
味
が
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重
複
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
詩
的
な
表
現
と
言
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、「
枕
に
よ
こ
た
わ
り
臥
せ
る
」
と
は
当

た
り
前
の
こ
と
に
も
程
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
よ
り
も
、「
欹
枕
」
を
単
に
「
臥
」
せ
る
の
と
は
違
っ
た
体
勢
を
表
す
語

と
し
て
用
い
て
い
る
と
読
み
取
る
方
が
自
然
で
は
な
い
か
。「
臥
」
と
重
ね
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
や
は
り
、「
欹
枕
」
は

単
純
に
「
枕
に
よ
る
・
よ
こ
た
わ
る
」
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、「
身
体
を
横
向
き
に
し
て
臥
す
る
（
横
た
わ
る
）」
と
い
う
特
徴
的
な

「
臥
」
し
方
を
指
し
て
い
る
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。

　
次
に
「
閑
窓
臥
」
と
い
う
情
景
に
着
目
し
た
い
。
窓
辺
に
臥
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
仰
向
け
に
横
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
く
、
身
体
を
横
に
向
け
て
窓
の
外
に
目
を
向
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
外
の
景
色
を
見
な
け
れ
ば
窓
辺
に
横
に
な
る
意
味
が
な
く
、

「
松
悲
无
木
地
…
」
と
い
う
次
聯
に
つ
な
が
ら
な
い
。
そ
の
横
を
向
い
て
寝
る
（
但
し
寝
入
ら
な
い
）
体
勢
を
「
欹
枕
」
と
表
現
し
て
い

る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。「
枕
を
立
て
て
高
く
」
し
て
窓
の
外
を
見
る
、
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
な
く
は
な
い
が
、
や
は
り
こ
こ
で
の
趣

旨
は
枕
を
置
く
向
き
で
は
な
く
身
体
の
向
き
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
道
真
の
こ
の
詩
に
お
い
て
も
「
欹
枕
」
は
「
身
体
を
横
向
き
に
し
て
寝
る
（
但
し
寝
入
ら
な
い
）」
と
解
釈
す
る
べ

き
で
あ
る
。

　
さ
て
、
話
を
日
本
漢
詩
で
の
「
欹
枕
」
の
使
わ
れ
方
に
戻
せ
ば
、
確
認
で
き
た
三
例
は
、
謂
わ
ば
プ
ラ
ス
の
意
味
の
「
悠
々
自
適
」

「
安
逸
」
と
、
マ
イ
ナ
ス
の
意
味
の
「
寂
寥
」「
閑
寂
」「
憂
愁
」
の
両
方
の
文
脈
に
分
か
れ
て
い
た
。
日
本
漢
詩
で
は
「
欹
枕
」
が
、「
閑

寂
」「
憂
愁
」
の
情
景
で
の
み
用
い
ら
れ
る
、
と
い
っ
た
偏
り
が
あ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
『
経
国
集
』『
菅
家
文
草
』
で
の
用
例

も
閑
寂
・
憂
愁
と
し
た
情
景
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
深
い
悲
し
み
（「
悲
哀
」）
に
満
ち
て
い
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
に
比

し
て
、
次
に
見
る
、
故
郷
に
帰
る
日
を
思
量
す
る
場
面
で
用
い
た
『
菅
家
後
集
』
の
用
例
は
、
最
も
「
悲
哀
」
の
「
欹
枕
」
と
し
て
印
象

深
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
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八

四
│
（
二
）『
菅
家
後
集
』
の
「
欹
枕
」

　
次
に
、
日
本
に
お
け
る
受
容
の
転
換
点
と
し
て
本
稿
が
注
目
す
る
『
菅
家
後
集
』
の
用
例
を
見
る
。

　
四
八
〇
　
聞
旅
雁
。
七
言
。

我
為
遷
客
汝
来
賓
　
　
我
は
遷
客
た
り
　
汝
は
来
賓

共
是
蕭
々
旅
漂
身
　
　
共
に
こ
れ
蕭
々
と
し
て
旅
に
漂
さ
る
る
身
な
り

敧
枕
思
量
帰
去
日
　
　
枕
を
敧
て
て
帰
り
去
ら
む
日
を
思
ひ
量
ら
ふ
に

我
知
何
歳
汝
明
春
　
　
我
は
何
れ
の
歳
と
か
知
ら
む
　
汝
は
明
春

　
　
　
　
　（『
日
本
古
典
文
学
大
系
72
　
菅
家
文
草
　
菅
家
後
集
』
昭
和
四
十
一
年
　
岩
波
書
店
）

　
こ
こ
は
お
そ
ら
く
窓
辺
で
飛
び
行
く
雁
を
眺
め
な
が
ら
「
枕
を
そ
ば
だ
て
」
て
い
る
情
景
で
あ
り
、「
欹
枕
」
は
や
は
り
唐
詩
で
の
用

法
と
同
じ
く
「
体
を
横
向
き
に
し
て
寝
る
（
寝
入
ら
な
い
）」
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
単
に
仰
向
け
で
寝
て
い
る
体
勢
や
枕
を
傾

け
る
と
い
う
よ
り
、
身
体
を
横
に
向
け
て
視
線
を
空
に
や
っ
て
い
る
、
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
意
味
と
し
て
は
先
章

で
確
認
し
た
中
国
の
用
例
に
違
わ
ず
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
使
わ
れ
て
い
る
文
脈
に
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
は
、
こ
の
『
菅
家
後
集
』
の
詩
で
は
、「
欹
枕
」
を
悲
し
い
思
い
の
中
、「
故
郷
に
帰
る
日
は
い
つ
な
の
か
」
と
憂
慮
す
る
場
面
で
用

い
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
旅
を
す
る
雁
を
見
な
が
ら
故
郷
に
帰
る
日
を
思
い
、
雁
は
来
春
帰
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
自
分
は
い
つ
帰

れ
る
か
分
か
ら
な
い
、
と
左
遷
の
身
を
嘆
い
て
い
る
。
切
な
く
も
の
思
い
に
耽
っ
て
い
る
情
景
で
あ
り
、
白
居
易
の
「
遺
愛
寺
の
鐘
」
で
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の
、
の
ん
び
り
と
寝
転
が
り
鐘
の
音
を
聴
く
場
面
と
は
異
な
り
、
謂
わ
ば
「
悲
哀
」
の
情
の
中
で
「
欹
枕
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
中
国
の
詩
に
も
先
ほ
ど
の
元
稹
の
「
晩
秋
」
の
よ
う
に
、
寂
寥
感
を
以
て
「
欹
枕
」
を
使
っ
て
い
る
例
は
あ
る
。
だ
が
そ
れ

は
必
ず
し
も
多
く
は
な
く
、
上
述
の
よ
う
に
、
中
国
漢
詩
（
特
に
唐
詩
）
に
お
い
て
「
欹
枕
」
は
悠
々
と
寝
そ
べ
る
情
景
、「
自
適
」「
安

逸
」
の
世
界
で
使
わ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
（
埋
田
氏
）。「
悲
哀
」
の
情
景
で
「
欹
枕
」
を
用
い
る
の
は
実
は
多
く
は
な
く
、「
寂

寥
」
感
で
も
時
代
的
に
偏
り
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
（
岩
城
氏
）。
日
本
で
も
佳
句
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
た
「
遺
愛
寺
の
鐘
」

の
詩
を
は
じ
め
、
他
の
白
居
易
の
作
品
な
ど
を
見
て
も
「
欹
枕
」
は
、
悠
々
と
気
ま
ま
に
横
に
な
る
情
景
で
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
白
居
易
の
詩
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
た
道
真
の
詩
も
同
様
に
、
気
ま
ま
な
情
景
で
使
っ
て
い
る
こ
と
が
、
当
然
予
想

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
実
際
に
は
こ
の
よ
う
に
、
白
居
易
の
用
法
と
は
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
『
菅
家
後
集
』
に
見
ら
れ
る
「
悲
哀
の
情

景
で
『
欹
枕
』
を
用
い
る
」
と
い
う
点
は
、
後
の
日
本
文
学
に
お
け
る
「
欹
枕
（
枕
を
そ
ば
だ
て
る
）」
の
持
つ
、
独
特
の
用
法
の
形
成

に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
く
、
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
な
お
補
足
で
あ
る
が
、「
欹
枕
」
は
、
白
居
易
の
詩
を
は
じ
め
、「
聞
く
・
聴
く
」
動
作
と
の
関
係
が
深
い
。
用
例
を
確
認
す
る
と
「
遺

愛
寺
の
鐘
」
の
詩
や
『
文
華
秀
麗
集
』
で
は
「
欹
枕
聴
」「
欹
枕
唯
聞
」
の
様
に
「
聞
く
」
動
作
を
表
す
語
が
出
て
く
る
。
そ
れ
が
、
時

代
が
下
っ
た
『
経
国
集
』
や
『
菅
家
文
草
』
の
例
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
山
風
」「
微
声
」
を
聴
く
場
面
で
あ
る
の
に
（
そ
の
こ
と
自
体
は
、

先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
）、
音
を
聴
く
「
動
詞
」
が
表
現
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、“「
欹
枕
」
一
語
で
音
を
聴
く
動
作
も

暗
に
含
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
”、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
変
化
は
先
行
研
究
で
も
看
過
さ
れ
て
い
る
が
注
意
し
て
お
き

た
い
。
こ
の
「
音
を
聞
く
」
と
い
う
含
意
と
「
欹
枕
（
枕
を
そ
ば
だ
つ
）」
と
の
密
接
な
つ
な
が
り
は
、
後
に
音
に
関
係
す
る
成
語
「
耳
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を
そ
ば
だ
て
る
」
が
生
ま
れ
る
伏
線
と
も
考
え
ら
れ
興
味
深
い
。

　
日
本
漢
詩
に
お
け
る
、
こ
れ
ら
の
受
容
の
変
奏
を
押
さ
え
た
上
で
、
次
に
、
和
文
に
お
け
る
日
本
語
と
し
て
の
受
容
を
見
て
い
く
こ
と

に
し
た
い
。

五
　「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
と
い
う
訓

五
│
（
一
）　「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
の
辞
書
で
の
解
釈

　
中
国
語
（
漢
語
）「
欹
枕
」
の
日
本
で
の
受
容
を
考
え
る
に
あ
た
り
着
目
し
た
い
の
は
、
中
国
漢
詩
で
の
意
味
の
正
し
い
解
釈
よ
り
も

（
そ
れ
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
が
）、
ま
ず
、
日
本
で
の
「
欹
」
の
訓
読
と
し
て
当
て
ら
れ
て
い
る
「
そ
ば
だ
つ
（
下
二
段
）」（「
そ
ば
だ
て

る
」）
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
日
本
の
和
文
で
の
初
出
は
『
源
氏
』
三
例
で
あ
る
（
後
述
）。
そ
れ
ら
三
例
と
も
先
述
の
白
居
易
「
遺
愛
寺
鐘
…
」
の
詩
を
下
地
に
書

か
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
例
え
ば
、「
す
だ
れ
ま
き
あ
げ
て
み
給
へ
ば
む
か
ひ
の
て
ら
の
か
ね
の
こ
ゑ
枕
を
そ
ば
た
て
ゝ
け
ふ
も
く
れ
ぬ

と
か
す
か
な
る
ひ
ゞ
き
を
き
ゝ
て
」（
総
角
）
な
ど
で
「（
枕
を
）
そ
ば
だ
つ
」
と
仮
名
書
き
さ
れ
て
い
る
）。
そ
れ
ら
な
ど
か
ら
、
古
く

か
ら
こ
の
訓
が
「
欹
」
に
当
て
ら
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
て
い
る
（
先
掲
の
工
藤
氏
の
論
な
ど
に
も
言
及
が
あ
る
）。
そ
う
な
れ
ば
当
然

日
本
で
は
「
欹
」
の
字
を
、
当
時
“
既
に
あ
っ
た
”「
そ
ば
だ
つ
」
と
い
う
日
本
語
の
意
味
で
解
釈
し
用
い
て
い
た
、
と
ま
ず
は
考
え
ら

れ
て
く
る
の
も
当
然
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
そ
ば
だ
つ
」
の
意
味
を
ま
ず
確
認
し
て
み
る
。
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そ
ば
─
だ
・
て
る
【

・
欹
・
側
】（
活
用
な
ど
略
、「
古
く
は
「
そ
ば
た
つ
」」
と
あ
る
）
①
高
く
そ
び
え
た
た
せ
る
。
高
く
さ
し

上
げ
る
。
た
て
る
よ
う
に
す
る
。
＊
大
日
経
義
釈
延
久
承
保
点
（
1�

0�

7�

4
）
一
〇
「
左
手
を
申
（
そ
）
べ
て
掌
を
側
（
ソ
ハ
タ

テ
）
て
、
地
水
指
を
属
す
る
是
な
り
」
②
斜
め
に
す
る
。
傾
け
る
。
一
方
の
端
を
も
ち
上
げ
る
。
斜
め
に
突
き
出
す
よ
う
に
す
る
。

横
向
き
に
す
る
。
＊
源
氏
（
1�

0�

0�

1
〜
14
頃
）
須
磨
「
枕
を
そ
ば
た
て
て
、
四
方
（
よ
も
）
の
嵐
を
聞
き
給
ふ
に
」
③
（
耳
を
）

か
た
む
け
る
。（
目
を
）
み
は
る
。
注
意
力
を
集
中
さ
せ
る
。
＊
金
刀
比
羅
本
保
元
（
1�

2�

2�

0
頃
か
）
中
・
左
府
御
最
後
「
寺
僧

等
、
首
を
低
（
た
れ
）、
耳
を
そ
ば
た
て
、
涙
を
な
が
し
」
④
踏
み
し
め
て
立
つ
。
ま
た
、
つ
ま
先
で
立
つ
。

�

（『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』［
以
降
、「
日
国
」
と
略
記
す
る
］）

②
の
用
例
に
『
源
氏
』
須
磨
の
巻
の
一
節
が
挙
が
っ
て
お
り
、
日
国
で
は
『
源
氏
』
に
お
け
る
「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
の
「
そ
ば
だ
つ
」
は
、

「
傾
け
る
」「
一
方
の
端
を
高
く
す
る
」「
横
向
き
に
す
る
」
と
い
う
意
で
解
釈
し
て
い
る
（
後
述
）。

　
な
お
、『
源
氏
』
の
例
が
年
代
的
に
最
も
早
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
①
と
し
て
用
例
年
代
が
七
十
年
も
下
る
「
大
日
経
義
釈
延
久
承
保

点
」
が
最
初
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
意
味
的
に
“
手
の
平
を
（
縦
に
か
横
向
き
で
か
？
）
立
て
た
”（
ら
し
い
）「
大
日
経
義
釈
延
久

承
保
点
」
の
例
を
、
本
来
の
意
味
と
解
釈
し
た
た
め
と
推
察
す
る
。
そ
こ
か
ら
は
、
日
国
で
は
、
本
来
の
意
味
を
「
そ
ば
（
稜
・
端
）
＋

立
て
る
」
と
解
釈
し
た
と
思
わ
れ
る
。（
な
お
、「
大
日
経
義
釈
延
久
承
保
点
」
で
は
、
掌
を
縦
横
ど
ち
ら
方
向
に
垂
直
に
立
て
た
の
か
は

こ
の
引
用
だ
け
で
は
判
然
と
し
な
い
。
例
え
ば
、
ア
手
首
か
ら
先
を
垂
直
に
指
先
が
上
向
き
に
な
る
よ
う
に
立
て
た
、
と
も
解
せ
る
が
、

一
方
、
イ
親
指
を
上
に
手
刀
を
切
る
よ
う
な
向
き
に
し
て
、
指
先
は
水
平
向
き
で
掌
の
面
全
体
と
し
て
は
垂
直
に
立
て
た
と
も
解
せ
る
。

ど
ち
ら
で
も
、
掌
の
端
（
前
者
ア
は
先
端
、
後
者
イ
で
は
側
面
）
を
立
て
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
る
（
漢
字
「
側
」
の
使
用
か
ら
見
る
と

イ
か
）。『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
に
巻
十
三
の
翻
刻
が
あ
る
が
巻
十
は
未
見
で
あ
る
。）
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し
か
し
、
本
稿
で
「
そ
ば
だ
つ
」
の
原
義
を
詳
述
し
て
い
く
よ
う
に
、
こ
の
語
は
、
日
本
で
の
「
欹
枕
」
の
受
容
以
前
に
、「
そ
ば
だ

つ
」
と
い
う
語
形
で
既
に
存
在
し
た
単
な
る
複
合
語
で
は
“
な
く
”、
本
来
、
漢
語
「
欹
枕
」
を
訓
読
す
る
た
め
に
漢
文
訓
読
の
世
界
で

新
た
に
生
み
出
さ
れ
た
熟
語
的
表
現
で
あ
る
と
捉
え
る
。
よ
っ
て
、
日
国
の
①
の
意
味
が
最
初
の
事
例
で
②
が
後
に
意
味
が
変
化
し
た
も

の
と
す
る
解
釈
は
支
持
せ
ず
、
用
例
の
年
代
順
通
り
に
解
釈
し
、
②
の
『
源
氏
』
を
本
邦
で
最
初
の
、
本
来
の
用
例
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
く
。
ま
ず
検
討
す
べ
き
は
『
源
氏
』
の
三
例
と
言
う
こ
と
に
絞
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
日
国
に
は
「
枕
」
の
項
に
成
語
と
し
て
「
枕
を
そ
ば
だ
て
る
」
の
掲
出
が
あ
り
、
語
誌
欄
に
は
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

（
1
）
挙
例
の
白
居
易
の
詩
句
が
平
安
時
代
に
佳
句
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
、「
千
載
佳
句
」「
和
漢
朗
詠
集
」
な
ど
に
採
ら
れ
て
広

ま
っ
た
表
現
。（
2
）「
欹
枕
」
は
、
も
と
も
と
、
枕
に
も
た
れ
る
、
枕
に
横
た
わ
る
の
意
で
あ
っ
た
が
、「
欹
」
に
は
傾
け
る
、
斜

め
に
す
る
の
意
も
あ
り
、
日
本
で
は
、
こ
の
「
欹
枕
」
を
、
枕
を
立
て
て
傾
け
る
の
意
に
解
し
、「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
と
訓
じ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
挙
例
の
「
文
華
秀
麗
集
」
な
ど
は
、
本
来
の
「
枕
に
も
た
れ
る
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
可
能
性
も

あ
る
。�

（『
日
国
』
の
「
枕
」
の
項
の
熟
語
「
枕
を
そ
ば
だ
て
る
」
参
照
）

　
つ
ま
り
、「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
と
い
う
慣
用
的
表
現
と
し
て
は
、
漢
詩
「
欹
枕
」
を
踏
ま
え
て
広
が
っ
た
言
い
方
で
（
1
）、
日
本
で
の

「
欹
枕
」
の
解
釈
お
よ
び
そ
れ
に
当
て
た
「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
の
解
釈
で
は
、
イ
傾
枕
説
の
意
味
で
受
容
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
中

国
で
の
本
来
の
意
味
は
ロ
依
枕
説
の
解
釈
に
拠
る
の
が
正
し
い
（（
2
）
の
前
半
）、
当
時
の
訓
が
不
明
で
あ
る
日
本
漢
文
の
場
合
に
は
、

そ
の
ど
ち
ら
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
か
は
未
詳
で
あ
る
（（
2
）
の
後
半
「
た
だ
し
」
以
下
）、
と
い
う
の
が
こ
の
「
枕
」（「
枕
を
そ
ば

だ
て
る
」）
の
項
で
の
見
解
と
な
っ
て
い
る
。
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こ
の
（
2
）
の
解
釈
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
中
国
で
の
「
欹
枕
」
に
つ
い
て
は
、「
枕
に
横
た
わ
る
」
と
、
あ
る
程
度
正
し
く

（
後
で
確
認
す
る
よ
う
に
）
解
し
て
い
る
こ
と
、
日
本
漢
詩
で
の
初
出
と
な
る
『
文
華
秀
麗
集
』
の
例
も
「
枕
を
傾
け
る
」
で
は
な
く
、

「
枕
に
も
た
れ
る
・
横
た
わ
る
」
と
い
う
中
国
の
詩
に
通
じ
た
意
味
で
解
釈
し
得
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
点
で
あ
る
。（
本
稿
で
は
「
枕

に
横
た
わ
る
」
と
い
う
表
現
は
ま
だ
不
十
分
で
、
仰
向
け
で
は
な
く
横
を
向
く
体
勢
を
重
視
し
、「
身
体
を
横
向
き
に
し
て
寝
る
（
但
し

寝
入
ら
な
い
）」
と
詳
解
し
た
い
が
、「
枕
を
傾
け
る
」
で
は
な
い
と
い
う
点
で
、「
枕
に
横
た
わ
る
」
と
い
う
解
釈
も
同
じ
く
評
価
し
た

い
。
そ
の
上
で
『
文
華
秀
麗
集
』
の
例
も4

「
枕
を
傾
け
る
」
で
は
な
く
、「
横
向
き
に
枕
に
臥
し
て
音
を
聞
く
」
と
解
釈
す
る
）。

　
も
し
、
こ
の
解
釈
の
よ
う
に
、
最
初
に
受
容
し
た
『
文
華
秀
麗
集
』
の
「
欹
枕
」
が
、
中
国
で
の
用
法
に
過
た
ず
「
枕
に
も
た
れ
る
・

よ
こ
た
わ
る
」
で
理
解
し
得
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
、『
白
氏
文
集
』
の
受
容
に
お
い
て
も
中
国
の
本
来
の
「
欹
枕
」
と
し
て
正
し

く
理
解
さ
れ
、
そ
の
訓
読
、
つ
ま
り
対
訳
語
と
見
な
せ
る
「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
も
過
た
ず
「
欹
枕
＝
枕
を
そ
ば
だ
て
る
＝
枕
に
横
た
わ

る
」
の
意
味
を
も
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
た
蓋
然
性
が
高
い
こ
と
が
、
自
ず
と
導
き
出
せ
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
語
誌
欄
が
そ
の
余
地
を
残

し
て
い
る
解
釈
は
、
本
稿
が
導
き
出
し
て
い
く
こ
の
よ
う
な
解
釈
の
道
筋
が
十
分
に
あ
り
得
る
こ
と
を
、
図
ら
ず
も
そ
の
記
載
の
行
間
に

間
接
的
に
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
確
か
に
「
そ
ば
だ
つ
」
は
、
そ
の
語
構
成
か
ら
分
析
的
に
語
源
解
釈
す
れ
ば
「
そ
ば
（
物
の
端
・
側
ソ
バ
）」
を
「
立
て
る
」
と
い
う

意
味
の
語
で
あ
り
、
訓
読
に
当
て
ら
れ
た
和
語
を
そ
の
ま
ま
の
意
味
で
捉
え
る
か
ぎ
り
、
イ
傾
枕
説
の
解
釈
が
最
も
自
然
な
よ
う
に
一
見

思
え
て
く
る
。「
そ
ば
だ
つ
」
と
い
う
和
語
か
ら
は
ロ
依
枕
説
の
よ
う
な
「
横
た
わ
る
」「
よ
る
」
と
い
う
意
味
は
読
み
取
れ
な
い
。
ま
た
、

ハ
の
「
枕
に
耳
を
そ
ば
だ
て
る
」
と
い
う
解
釈
に
つ
い
て
は
、「
そ
ば
だ
つ
」
と
い
う
語
が
耳
に
特
化
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

後
世
の
「
耳
を
そ
ば
だ
つ
」
の
語
感
か
ら
生
ま
れ
た
拡
大
解
釈
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、「
そ
ば
＋
立
つ
」
と
い
う
訓
を
当
て
て
い
る

以
上
、
日
本
で
の
「
欹
枕
」
は
イ
傾
枕
説
の
枕
の
端
を
高
く
す
る
・
枕
を
傾
け
る
の
意
味
で
解
釈
す
る
の
が
、
一
見
す
る
と
素
直
な
よ
う
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に
感
じ
ら
れ
て
く
る
の
だ
が
、
果
た
し
て
こ
の
語
構
成
か
ら
は
、
そ
の
解
釈
し
か
導
け
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
次
節
以
降
で
検
討
し
て
い
く

こ
と
に
す
る
。（
な
お
、「
そ
ば
だ
つ
」
の
、
後
述
す
る
本
義
と
関
わ
る
の
で
、
こ
こ
に
補
筆
し
て
お
け
ば
、
先
ほ
ど
の
「
大
日
経
義
釈
延

久
承
保
点
」
の
ア
・
イ
の
手
の
向
き
は
共
に
、
提
示
す
る
新
解
釈
で
解
釈
可
能
な
も
の
で
あ
る
。）

五
│
（
二
）　「
枕
を
傾
け
る
」
説
へ
の
疑
問
（
日
国
の
語
釈
②
お
よ
び
『
源
氏
』
3
例
の
通
説
の
問
題
）

　
さ
て
、
日
本
に
お
い
て
、
最
も
古
く
現
れ
て
い
る
『
源
氏
』
の
例
と
そ
の
解
釈
（
日
国
の
②
、
な
お
注
釈
書
及
び
現
行
の
高
校
の
古
典

の
教
科
書
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
解
釈
を
と
る
）
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
ま
ず
『
源
氏
』
の
典
拠
と
な
っ
て
い
る
中
国
語
「
欹
枕
」
に
つ
い
て
改
め
て
確
認
す
れ
ば
、
工
藤
篁
氏
は
先
掲
の
論
文
で
「
枕
を
直
立

し
て
の
ち
そ
れ
を
傾
斜
し
、
高
枕
を
求
め
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
上
半
身
を
起
し
、
小
脇
に
挟
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
半
身
を
支
え
る
形
に

ま
で
進
展
す
る
可
能
性
が
あ
る
。」
と
分
析
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
埋
田
氏
は
中
国
で
の
用
例
に
「
欹
枕
」
を
安
眠
時
の
体
勢
に
用
い

る
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
「『
高
枕
』
の
一
つ
と
捉
え
る
本
説
は
、
そ
れ
が
は
た
し
て
長
時
間
に
わ
た
る
安
眠
の
姿
勢
と
な
り
得
る
か
と
い

う
点
で
、
大
き
な
疑
問
を
残
し
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。
松
浦
氏
も
同
様
に
中
国
の
詩
を
引
い
て
否
定
し
、
そ
の
上
で
両
氏
と
も
「
枕
を

そ
ば
だ
つ
」
の
訓
は
改
め
、
単
に
「
枕
に
よ
る
」
な
ど
と
訓
み
変
え
る
べ
き
と
述
べ
る
（
訓
み
変
え
る
必
要
が
な
い
こ
と
は
後
述
す
る
）。

埋
田
・
松
浦
両
氏
の
指
摘
は
も
っ
と
も
で
あ
り
、
当
時
の
陶
製
あ
る
い
は
木
製
の
硬
い
枕
を
傾
け
て
い
る
と
い
う
体
勢
は
不
安
定
に
感
じ

ら
れ
る
。
例
え
ば
「
遺
愛
寺
鐘
…
」
の
ゆ
っ
た
り
鐘
の
音
を
聴
く
情
景
に
も
合
う
と
は
と
て
も
言
い
得
な
い
。

　
そ
れ
ら
を
受
け
て
岩
城
氏
は
「
そ
ば
だ
つ
」
を
積
極
的
行
為
と
は
捉
え
ず
、
横
向
き
に
な
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

枕
に
臥
し
た
際
に
感
じ
ら
れ
る
「
頭
部

の
後
方
に
あ
る
枕
の
他
の
端
が
、
な
に
が
し
か
浮
か
び
あ
が
る
」
感
覚
を
表
現
し
た
も
の
、
と
の
解
釈
を
提
示
し
て
い
る
。
横
向
き

4

4

4

に
臥

せ
る
こ
と
を
文
学
的
に
「
欹
枕
（
ま
く
ら
を
そ
ば
だ
て
る
）」（
下
線
引
用
者
）
と
言
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。「
そ
ば
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だ
つ
」
を
枕
そ
の
も
の
を
傾
け
よ
う
と
す
る
直
接
的
な
意
味
で
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
間
接
的
な
表
現
と
と
る
こ
と
で
中
国
で
の
詩
意
に

も
合
い
、
訓
も
変
え
ず
に
す
む
こ
と
が
で
き
る
。（
そ
の
点
で
こ
の
岩
城
氏
の
解
釈
は
、
他
の
解
釈
に
残
る
疑
問
や
矛
盾
点
を
止
揚
し
よ

う
と
し
て
お
り
注
目
さ
れ
る
。「
枕
の
他
の
端
が
、
な
に
が
し
か
浮
か
び
あ
が
る
」
か
ど
う
か
の
点
は
い
ま
置
く
と
し
て
、
本
論
で
の
以

下
の
検
証
に
お
い
て
も
、「
欹
枕
（
ま
く
ら
を
そ
ば
だ
つ
）」
を
、
横
に
な
る
体
勢
を
「
枕
」
で
以
て
表
し
た
一
種
の
文
学
的
修
辞
表
現
と

見
る
の
が
よ
り
妥
当
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。）

　
そ
こ
で
本
論
は
「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
と
い
う
訓
み
（
和
語
の
引
き
当
て
）
に
つ
い
て
、「
枕
を
傾
け
る
」
と
“
語
源
俗
解
”
す
る
の
で

は
な
く
、
一
塊
の
“
訓
読
和
語
”
と
し
て
捉
え
、
そ
の
意
味
解
釈
を
改
め
て
行
っ
て
み
た
い
。
で
は
日
本
で
は
、
そ
の
訓
「
枕
を
そ
ば
だ

つ
」
を
本
来
ど
う
い
っ
た
文
脈
で
用
い
て
い
た
の
か
、『
源
氏
』
中
の
用
例
を
ま
ず
確
認
し
て
み
た
い
。
な
お
日
国
に
よ
れ
ば
、
こ
の

『
源
氏
』
が
、
動
詞
「
そ
ば
だ
つ
」、
更
に
熟
語
「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
の
初
出
例
と
さ
れ
て
い
る
（
さ
ら
に
「
須
麿
」
が
最
初
の
使
用
で
あ

る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
）。

○
御
前
に
い
と
人
少
な
に
て
、
う
ち
休
み
わ
た
れ
る
に
、
ひ
と
り
目
を
さ
ま
し
て
枕
を
そ
ば
だ
て
て
四
方
の
嵐
を
聞
き
給
に
、
波
た
ゞ

こ
ゝ
も
と
に
立
ち
く
る
心
ち
し
て
、
涙
落
つ
と
も
お
ぼ
え
ぬ
に
枕
浮
く
ば
か
り
に
な
り
に
け
り
。　「
須
磨
」

○
を
も
く
わ
づ
ら
ひ
た
る
人
は
、
を
の
づ
か
ら
髪
鬚
も
乱
れ
、
も
の
む
つ
か
し
き
け
は
ひ
も
添
ふ
わ
ざ
な
る
を
、
痩
せ
さ
ら
ぼ
い
た
る
し

も
、
い
よ
い
よ
白
う
あ
て
な
る
さ
ま
し
て
、
枕
を
そ
ば
だ
て
て
も
の
な
ど
聞
こ
え
給
け
は
ひ
、
い
と
よ
は
げ
に
息
も
絶
え
つ
ゝ
あ
は
れ

げ
な
り
。　「
柏
木
」

○
雪
の
か
き
く
ら
し
降
る
日
、
ひ
ね
も
す
に
な
が
め
暮
ら
し
て
、
世
の
人
の
す
さ
ま
じ
き
こ
と
に
言
ふ
な
る
師
走
の
月
夜
の
く
も
り
な
く

さ
し
出
で
た
る
を
、
簾
巻
き
上
げ
て
見
給
へ
ば
、
向
か
ひ
の
寺
の
鐘
の
声
、
枕
を
そ
ば
だ
て
て
、
け
ふ
も
暮
れ
ぬ
と
か
す
か
な
る
響
き
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を
聞
き
て
、

　
を
く
れ
じ
と
空
行
月
を
し
た
ふ
か
な
つ
ゐ
に
す
む
べ
き
こ
の
世
な
ら
ね
ば
　「
総
角
」

�

（『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
　
源
氏
物
語
』）

　
三
例
と
も
、
床
に
臥
し
て
寝
付
か
ず
に
何
事
か
を
し
て
い
る
様
子
が
共
通
し
て
い
る
。
須
磨
の
例
で
は
嵐
の
音
を
聞
き
な
が
ら
憂
え
て

お
り
、
柏
木
の
例
は
病
床
に
あ
る
柏
木
が
臥
し
た
ま
ま
言
葉
を
発
す
る
場
面
で
あ
る
。
総
角
の
例
で
は
特
に
「
遺
愛
寺
鐘
…
」
の
詩
を
意

識
し
て
お
り
、
鐘
の
音
を
聞
き
な
が
ら
も
の
思
い
に
耽
っ
て
い
る
情
景
で
あ
る
。
悠
悠
自
適
に
鐘
の
音
を
聴
く
白
居
易
の
詩
と
違
い
、
鐘

の
音
を
悲
哀
の
情
に
重
ね
る
描
写
が
日
本
的
と
も
言
え
る
。

　
な
お
、
こ
の
三
箇
所
の
「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
は
新
大
系
に
よ
る
と
次
の
よ
う
に
注
解
さ
れ
て
い
る
。

　
　
須
磨
…
枕
を
立
て
て
頭
を
も
た
げ
て
。（
略
）
そ
の
実
態
は
、
源
氏
物
語
絵
巻
・
柏
木
が
描
く
。【
補
注
1
】

　
　
柏
木
…
枕
を
縦
に
し
て
。

　
　
総
角
…
「
遺
愛
寺
の
鐘
は
（
略
）」
に
よ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、『
源
氏
』
の
「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
は
一
般
に
枕
自
体
を
傾
け
る
イ
傾
枕
説
で
解
釈
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か

し
、
い
ず
れ
の
用
例
も
安
眠
と
ま
で
は
い
か
な
い
ま
で
も
あ
る
程
度
長
時
間
に
わ
た
っ
て
「
枕
を
そ
ば
だ
て
」
て
い
る
情
景
で
あ
り
、

「
枕
を
傾
け
る
」
と
い
う
不
安
定
な
体
勢
を
表
す
解
釈
は
、
中
国
の
詩
と
同
様
に
、
日
本
の
仮
名
文
学
に
お
い
て
も
適
切
と
は
言
え
な
い

よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
と
い
う
訓
そ
の
も
の
が
、「『
枕
を
傾
け
る
』
意
味
と
は
解
し
が
た
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
し
か
も
、
い
ず
れ
の
場
面
も
漢
詩
で
の
「
欹
枕
」
の
情
景
を
強
く
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
単
に
「
枕
を
＋
そ
ば
＋
た

て
る
」
と
い
う
純
粋
な
和
語
に
よ
る
和
文
的
表
現
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
、
適
切
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
で
は
ど
う
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
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う
か
。

五
│
（
三
）　
漢
文
訓
読
語
の
た
め
に
「
複
合
動
詞
」
と
し
て
訳
出
さ
れ
た
可
能
性

　
ま
ず
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
が
、「
そ
ば
だ
つ
」
と
い
う
複
合
動
詞
そ
の
も
の
が
、
漢
文
訓
読
の
た
め
に
造
ら
れ
た
漢
文
訓
読
語
、
つ

ま
り
、
翻
訳
語
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
根
拠
は
次
の
6
点
。

①
　『
源
氏
』
の
3
例
が
初
出
で
あ
る
こ
と
、

②
　
3
例
と
も
白
居
易
（「
枕
を
欹
て
て
聴
く
」）
が
典
拠
と
解
せ
る
こ
と
（
諸
注
釈
書
は
3
例
全
て
の
典
拠
に
白
居
易
を
指
摘
）、

③
　
そ
の
い
ず
れ
も
「
枕
を
」
と
共
起
し
て
い
る
こ
と
（
中
山
）、

④
　『
源
氏
』
は
「
枕
を
そ
ば
だ
て
て
」
の
後
に
、
何
ら
か
の
音
声
に
関
わ
る
動
作
（
聞
く
か
発
す
る
）
が
用
い
ら
れ
て
い
て
、
他
の

漢
詩
に
も
あ
る
特
徴
的
文
脈
（
中
国
・
日
本
い
ず
れ
で
も
音
を
聴
く
場
面
が
多
い
）
を
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
（
日
国

の
①
の
初
出
例
『
大
日
経
義
釈
延
久
承
保
点
（
1�

0�

7�

4
）』
に
は
そ
の
特
徴
は
な
い
）（
中
山
）、

⑤
　「
そ
ば
」（
語
源
を
「
稜
」
の
ほ
か
に
「
側
」
や
「
角
」
も
考
慮
に
入
れ
て
も
）
と
の
「
複
合
動
詞
」
は
、『
源
氏
』
の
こ
の
「
そ

ば
だ
つ
」
が
最
初
で
あ
り
、
漢
語
「
欹
枕
」
を
契
機
と
し
て
初
め
て
複
合
語
と
し
て
造
語
さ
れ
た
可
能
性
を
う
か
が
わ
せ
る
こ
と

（
唯
一
「
側
」
の
方
の
複
合
動
詞
「
側
（
そ
ば
）
寄
す
」（
傍
ら
に
身
を
寄
せ
る
）
が
同
年
代
の
『
枕
草
子
』
に
初
出
と
し
て
あ
る
の

み
）（
安
部
）、

⑥
　『
源
氏
』
に
お
け
る
漢
文
の
訓
読
は
博
士
家
菅
原
家
の
訓
法
に
拠
る
と
さ
れ
て
い
る
が
（
小
林
芳
規
氏
）、
そ
の
菅
原
家
で
あ
る
菅

原
道
真
の
漢
詩
に
も
「
欹
枕
」
を
含
め
白
氏
の
影
響
が
極
め
て
強
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
藤
原
克
己
・
鄭
　
虹
ほ
か
参

照
）（
安
部
）、



唐
詩
詩
語
「
欹
枕
」
の
漢
文
訓
読
語
と
し
て
の
「
枕
を
そ
ば
だ
て
て
（
聞
く
）」（
側
臥
）（
安
部
・
中
山
）�

八
八

⑦
『
源
氏
』
以
前
の
古
い
訓
点
資
料
で
の
「
そ
ば
だ
つ
」
の
実
例
は
、
九
五
〇
年
代
の
1
例
し
か
い
ま
だ
確
認
で
き
て
お
ら
ず
、
他
は

一
〇
一
〇
年
以
降
に
集
中
す
る
。
一
方
、
八
一
八
年
の
『
文
華
秀
麗
集
』、
八
二
七
年
の
『
経
国
集
』、
九
〇
〇
年
の
『
菅
家
文
草
』、

九
〇
三
年
の
『
菅
家
後
集
』
等
の
当
該
訓
に
つ
い
て
は
、
平
安
期
の
訓
は
今
回
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
異
説
が
伝
わ
っ
て
い
な
い

と
こ
ろ
か
ら
見
て
、
ソ
バ
ダ
ツ
の
訓
が
早
く
定
着
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　（
因
み
に
、
築
島
裕
博
士
の
『
訓
点
語
彙
集
成
』
で
「
ソ
バ
ダ
ツ
」（
四
段
と
下
二
段
共
に
）
を
見
る
と
、
一
〇
〇
〇
年
以
前

の
例
は
、
唯
一
、
九
五
〇
年
代
の
一
例
の
み
で
あ
っ
た
。（
5�

0�

1�

5
資
料
（09505015

）
の
「
隅
ソ
バ
ダ
テ
ル
」（『
訓
点
語

彙
集
成
』
で
は
「
聚
隅
也
（
ソ
バ
ダ
テ
ル
）」
と
あ
る
。
こ
れ
は
中
田
祝
夫
（
1�

9�

5�

4
）『
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
　
訳
文

篇
』「
法
華
経
玄
賛
巻
六
」
の
1�

2�

7
行
目
、
写
真
版
で
は
小
さ
い
の
で
判
然
と
し
な
い
）。
そ
れ
に
次
ぐ
例
は
、「
1�

0�

1�

0

年
（10100002

─40

）」
＝
「
側
　
ソ
ハ
タ
テ
ゝ
て
」
ま
で
降
り
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
そ
れ
以
降
に
用
例
が
増
加
し
て
い
く
。

因
み
に
、「
稜
」
を
「
ソ
バ
」
と
訓
じ
て
い
る
例
は
か
な
り
降
っ
て
、「
1�

1�

1�

3
年
（11130005

─83

オ
）」
の
資
料
で
あ
る
。

な
お
、
白
楽
天
の
「
香
爐
峰
下
」
を
訓
読
し
た
平
安
期
の
訓
点
資
料
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
右
記
の
日
本
漢
詩

に
お
け
る
平
安
期
の
訓
は
、
今
回
は
遡
れ
ず
厳
密
に
は
未
詳
と
い
う
段
階
で
あ
る
が
、
ソ
バ
ダ
ツ
の
訓
が
、
早
く
定
着
し
て
い

た
か
と
推
定
し
て
い
る
。）

　
以
上
7
点
で
あ
る
。
①
②
の
事
実
自
体
は
既
に
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
③
④
の
特
徴
は
看
過
さ
れ
て
き
て
お

り
、
⑤
⑥
⑦
は
、「
そ
ば
だ
つ
」
と
の
関
係
と
し
て
は
、
こ
こ
で
新
た
に
指
摘
す
る
重
要
な
点
で
あ
る
。

　「
そ
ば
だ
つ
」
と
い
う
動
詞
自
体
『
源
氏
』
が
和
文
で
の
初
出
で
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
「
枕
」
を
受
け
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、「
そ
ば
だ
つ
」
と
い
う
動
詞
も
ま
た
「
欹
枕
」
の
た
め
に
造
ら
れ
た
漢
文
訓
読
語
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
（
複
合
動
詞
「
そ
ば

だ
つ
」
そ
の
も
の
を
─
─
「
欹
枕
」
の
受
容
以
前
に
は
複
合
語
と
し
て
は
無
か
っ
た
─
─
「
漢
文
訓
読
語
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
の
は
管
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見
の
限
り
、
本
稿
が
最
初
と
思
わ
れ
る
（
注
（
3
）
参
照
））。

─
─
ま
た
、
こ
の
事
例
は
、
漢
語
・
漢
文
の
訓
読
の
た
め
に
、
た
と
え
一
文
字
の
漢
字
「
欹
」
で
あ
っ
て
も
（
＝
夙
に
指
摘
さ
れ
る

よ
う
な
「
二
文
字
漢
語
熟
語
の
訓
読
」
に
よ
る
複
合
化
現
象
で
な
く
と
も
）、
訓
読
す
る
と
い
う
作
業
が
、
和
語
に
は
ま
だ
少
な
か

っ
た
複
合
語
（
複
合
動
詞
）
が
形
成
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
こ
と
を
示
す
事
例
と
し
て
、
貴
重
な
語
例
と
思
わ
れ
る
（
安
部
）。

─
─

　
つ
ま
り
『
源
氏
』
以
前
に
漢
詩
訓
読
の
世
界
に
お
い
て
「
欹
枕
」
の
訓
読
語
と
し
て
存
在
し
て
い
た
「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
と
い
う
語
を
、

漢
学
に
秀
で
た
紫
式
部
が
─
─
お
そ
ら
く
は
菅
原
家
の
い
ず
れ
か
か
ら
白
氏
の
漢
詩
の
訓
と
し
て
学
び
取
っ
て
─
─
、
初
め
て
仮
名
文
学

の
『
源
氏
』
に
取
り
上
げ
、
そ
れ
が
初
出
の
用
例
と
し
て
残
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
源
氏
』
で
用
い
ら
れ
た
こ
と
は

「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
と
い
う
日
本
語
を
よ
り
定
着
さ
せ
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
さ
ら
に
和
語
の
表
現
と
し
て
「
耳
を
そ
ば
だ
つ
」
な
ど
に
発
展

し
て
い
く
端
緒
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
確
か
に
、
当
時
、
横
向
き
に
な
っ
て
寝
そ
べ
る
「
欹
枕
」
の
意
義
に
合
致
す
る
適
当
な
和
語
は
他
に
思
い
当
た
ら
な
い
（
注
4
、
な
お
、

や
や
後
の
院
政
期
の
『
今
昔
物
語
集
』
に
な
る
と
次
の
よ
う
な
同
義
の
表
現
も
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。「
喬
様
（
そ
ば
ざ
ま
）
ニ
臥
シ
テ
」

（
新
大
系
本
の
脚
注
は
「
横
向
き
に
寝
て
」））。「
枕
に
横
に
な
る
」「
枕
に
よ
る
」「
枕
に
寝
そ
べ
る
」
な
ど
の
語
で
は
単
な
る
仰
向
け
の

状
態
も
あ
り
得
る
の
で
、
誤
り
と
ま
で
は
言
え
な
い
が
「
欹
枕
」
の
語
感
を
十
分
に
表
せ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
当
時
の
日
本
の
知
識
人

た
ち
は
「
欹
枕
」
の
意
を
正
確
に
把
握
し
な
が
ら
、
こ
の
漢
語
を
ど
う
訓
じ
よ
う
か
思
い
悩
ん
だ
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
生
み
出
さ
れ
た

訓
が
「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
は
「
欹
枕
」
に
対
応
す
る
一
塊
（
か
た
ま
り
）

の
語
と
み
な
せ
る
。
そ
れ
を
、
純
粋
な
和
語
と
見
て
、
分
析
的
に
「
稜
・
立
つ
」（
角
を
・
立
て
る
）
と
と
ら
え
、「
枕
の
角
を
立
て
る
」

つ
ま
り
「
傾
け
る
」
と
解
釈
す
る
の
は
適
当
で
な
い
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
「
そ
ば
だ
つ
＝
傾
け
る
」
と
い
う
意
味
で
の
動
詞
そ
の
も
の
が
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九
〇

受
容
当
時
、
ま
だ
独
立
し
て
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
は
あ
く
ま
で
一
つ
の
漢
文
訓
読
語
で
あ
っ
て
、「
欹
枕
」
＝

横
向
き
に
な
っ
て
寝
る
（
側
臥
）
＝
「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
と
い
う
認
識
の
下
で
、
作
ら
れ
用
い
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　
で
は
、
な
ぜ
問
題
の
「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
と
い
う
「
を
格
」
で
の
訓
に
落
ち
着
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　「
横
向
き
で
寝
る
」
と
い
う
意
義
が
分
か
っ
て
い
た
の
な
ら
、
先
に
提
示
し
た
「
枕
に4

そ
ば
だ
つ
」
や
「
そ
ば
だ
て
て
枕
す
」
な
ど
の

訓
じ
方
で
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
こ
こ
で
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
が
漢
文
訓
読
語
だ
と

い
う
点
で
あ
る
。「
訓
読
漢
詩
」（
松
浦
氏
）
は
「
た
ん
に
原
詩
解
釈
の
た
め
の
便
法
や
補
助
手
段
で
は
な
く
、
実
質
的
に
は
、
日
本
詩
歌

史
に
お
け
る
『
文
語
自
由
詩
』
と
し
て
」（
松
浦
氏
）
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
訓
読
に
は
意
義
に
沿
う
の
と
同
様
に
漢
詩
の
魅

力
を
損
な
わ
な
い
リ
ズ
ム
が
求
め
ら
れ
る
。
訓
読
語
は
意
義
と
リ
ズ
ム
双
方
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
作
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
今
回
の
「
枕

を
そ
ば
だ
つ
」
に
つ
い
て
そ
の
訓
読
の
元
に
な
っ
た
白
居
易
の
「
遺
愛
寺
鐘
欹
枕
聽
、
香
爐
峰
雪
撥
簾
看
」
の
訓
と
し
て
は
、「
枕
を4

欹

て
て
」
と
「
簾
を4

撥
げ
て
」
が
対
応
し
て
い
る
。
原
詩
の
対
を
そ
の
ま
ま
生
か
し
た
名
訓
と
言
え
る
だ
ろ
う
。「
枕
に4

そ
ば
だ
て
て
」
や

「
そ
ば
だ
て
て
枕
し
て
」
で
は
原
詩
の
対
の
味
、
リ
ズ
ム
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
意
味
に
の
み
忠
実
に
な
る
の
で
は
な
く
、
訓
読

し
た
と
き
の
リ
ズ
ム
も
鑑
み
た
結
果
「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
と
い
う
訓
に
落
ち
着
い
た
の
で
あ
ろ
う
。（
そ
れ
ゆ
え
、
い
く
つ
か
の
先
行
研

究
が
主
張
す
る
よ
う
な
「
枕
に
そ
ば
だ
つ
」「
枕
に
よ
る
」
等
の
「
に
格
」
で
の
訓
が
相
応
し
い
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。）

　
だ
が
果
た
し
て
そ
れ
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
い
な
、
む
し
ろ
、
既
に
先
行
研
究
の
い
く
つ
か
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
の
「
対
句
構
文
」

と
い
う
理
由
以
外
の
こ
と
の
方
が
、
そ
こ
で
は
よ
り
重
要
だ
っ
た
こ
と
が
、
以
下
の
よ
う
な
語
彙
史
研
究
の
観
点
か
ら
、
新
た
に
指
摘
で

き
る
。
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六
　
語
彙
史
研
究
か
ら
み
た
「
そ
ば
だ
つ
」

六
│
（
一
）　「
枕
」
の
慣
用
句
の
類
型
│
│
「
枕
」
は
身
体
の
メ
ト
ニ
ミ
ー
（
安
部
）

　「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
の
訓
の
成
立
に
は
、
そ
の
対
句
構
文
と
い
う
理
由
以
外
の
こ
と
の
方
が
、
よ
り
重
要
だ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
次
の

よ
う
に
、
構
文
的
に
も
意
味
的
に
も
、
当
時
の
日
本
語
と
し
て
は
、「
を
格
」
を
取
っ
た
「
枕
」
に
よ
る
表
現
こ
そ
が
「
側
臥
の
体
の
姿

勢
」
を
表
現
す
る
に
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
こ
と
が
導
き
出
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ら
、
こ
れ
ま
で
看
過
さ
れ
て
き
た
観
点
を
こ
こ
に
報
告

し
た
い
。

　
ま
ず
第
一
に
、
従
来
の
研
究
で
は
、
当
時
存
在
し
た
「
枕
」
を
め
ぐ
る
次
の
よ
う
な
慣
用
句
の
類
型
が
ま
っ
た
く
考
慮
さ
れ
て
き
て
い

な
い
。

ア
「
枕
動
く
」（
輾
転
反
側
す
る
様
子
）
─
─
初
出
『
万
葉
』
＝
日
国
に
よ
る
。

イ
「
枕
定
む
（
下
二
段
＝
定
め
る
）」（「
寝
る
時
、
頭
に
す
る
方
向
を
定
め
る
。」）
─
─
初
出
『
古
今
和
歌
集
』
10
世
紀
初
（「
を
」
を

使
う
例
は
未
見
）
＝
日
国
に
よ
る
。

ウ
「
枕
交
わ
す
」（
男
女
が
同
衾
す
る
。
情
交
す
る
。）
─
─
初
出
『
拾
遺
和
歌
集
』
11
世
紀
極
初
（「
を
」
を
使
う
例
は
近
世
）
＝
日

国
に
よ
る
。

や
や
後
の
平
安
後
期
の
例
で
も
次
の
も
の
が
あ
る
。

エ
「
枕
（
を
）
並
べ
る
」（
同
衾
す
る
）
─
─
初
出
『
平
家
』（「
を
」
の
無
い
例
な
ら
『
山
家
集
』
12
世
紀
後
半
）
＝
日
国
に
よ
る
。

こ
れ
ら
に
共
通
す
る
特
徴
は
、「
枕
」
を
表
層
上
の
目
的
語
と
し
て
使
用
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
、「
枕
」
で
身
体
を
象
徴
さ
せ
て
い
る
点
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で
あ
る
。

Ⅰ
　「
枕
」
そ
の
も
の
の
動
き
も
意
味
的
に
確
か
に
含
ん
で
は
い
る
が
、
む
し
ろ
、
身
体
の
動
作
や
体
勢
を
表
現
し
て
い
る
と
解
せ
る

こ
と
─
─
ア
は
寝
返
り
、
イ
は
枕
の
位
置
と
い
う
よ
り
体
そ
の
も
の
の
向
き
を
定
め
る
こ
と
、
ウ
は
枕
の
交
換
と
い
う
よ
り
正
に
肉

体
を
交
え
る
こ
と
、
エ
は
枕
と
い
う
よ
り
身
体
を
同
じ
蒲
団
に
並
べ
る
こ
と
。

Ⅱ
　「
枕
」
を
使
っ
た
慣
用
句
は
格
助
詞
「
を
」
を
取
る
の
が
基
本
的
パ
タ
ン
で
あ
る
こ
と
（
あ
る
い
は
「
を
」
は
表
わ
れ
て
い
な
い

場
合
で
も
「
枕
」
が
対
象
格
（
目
的
格
）
で
あ
る
こ
と
）
─
─
ウ
・
エ
は
、
枕
が
格
助
詞
「
を
」
を
取
り
、
そ
の
初
期
の
格
助
詞
が

明
示
的
で
な
い
例
（
ウ
・
エ
）
で
も
「
枕
」
は
対
象
格
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
（
イ
も
格
助
詞
「
を
」
は
な
い
が
枕
が
対
象
格
で

「
枕
を
定
め
る
」
の
意
）。

　
Ⅰ
か
ら
は
「
枕
」
が
身
体
を
表
象
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、「
体
が
動
く
」「
体
（
の
向
き
）
を
定
め
る
」「
身
を
交
わ
す
」

「
体
を
並
べ
る
」
の
意
味
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。「
身
を
」
で
は
直
接
に
過
ぎ
る
た
め
に
「
枕
」
を
換
喩
（
メ
ト
ニ
ミ
ー
）
と
し

て
使
用
し
た
転
義
法
、
修
辞
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
は
“
そ
の
当
初
か
ら
「
体
を
そ
ば
だ
つ
」
こ
と
を
表
し
得

る
表
現
だ
っ
た
”
と
解
す
る
の
が
正
し
い
。

　
Ⅱ
ウ
・
エ
（
イ
）
以
外
に
も
、
こ
れ
ら
「
枕
の
慣
用
句
」
は
、
後
代
の
も
の
を
含
め
、
基
本
的
に
「
枕
」
が
対
象
格
で
あ
る
か
格
助
詞

「
を
」
を
取
る
も
の
が
多
い
。
上
記
以
外
の
平
安
・
鎌
倉
期
の
例
に
は
、
さ
ら
に
次
の
も
の
が
あ
る
（
い
ま
「
身
体
」
と
は
無
関
係
の
も

の
も
挙
げ
る
）。

オ
　「
枕
を
傾
け
る
」（
枕
を
寝
る
形
に
整
え
る
）
─
『
仏
法
夢
物
語
』
13
世
紀
後
半

　
カ
　「
枕
を
高
く
す
る
」（
安
心
し
て
寝
る
）
─
『
太
平
記
』
14
世
紀
後
半

　
中
世
以
前
の
「
枕
慣
用
句
」
で
は
、
属
格
「
の
」、
並
列
格
「
と
」
以
外

0

0

の
格
助
詞
は
、
こ
の
「
を
」
し
か
な
い
（
日
国
に
よ
る
）。
こ
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れ
ら
か
ら
は
、
中
国
漢
詩
で
側
臥
を
意
味
し
た
「
欹
枕
」
を
、
当
時
の
和
語
の
表
現
と
し
て
、
側
臥
す
る
身
体
の
動
き
・
状
態
と
し
て
訓

じ
よ
う
と
す
れ
ば
、「
枕
」
の
部
分
は
、「
体
を
〜
」
の
意
味
を
含
意
で
き
る
「
枕
（
を
）
〜
」
と
そ
の
ま
ま
訓
じ
る
必
要
が
あ
り
、
か
つ
、

そ
れ
以
外
の
選
択
肢
が
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、
対
句
表
現
と
し
て
合
わ
せ
た
か
ら
と
い
う
こ
と
も

あ
ろ
う
が
、
実
際
に
は
、「
を
」
格
以
外
の
選
択
肢
は
当
時
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
結
果
と
し
て
対
句
に
ふ
さ
わ
し
い
選
択
肢
し
か
な
か

っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

六
│
（
二
）　「
そ
ば
」
と
「
立
つ
」
に
よ
る
語
形
成
（
安
部
）

　
次
に
、
で
は
、「
欹
」
に
対
し
て
は
、「
そ
ば
」
と
「
立
つ
」
と
を
結
合
さ
せ
た
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
当
時
の
語
形
成

0

0

意
識
に
よ
る
造

語
と
解
釈
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
「
そ
ば
だ
つ
」
の
成
立
に
は
少
し
く
紙
幅
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
先
行
研
究
と
は
大
き
く
異
な
る
本
稿
で
の
重
要
な
論
点

は
、
上
記
六
─
（
一
）
ま
で
の
部
分
に
ほ
ぼ
尽
き
て
い
る
の
で
、
和
語
「
側
＋
立
つ
」
の
語
形
成
に
つ
い
て
の
詳
細
は
別
稿
に
委
ね
（
安

部
）、
こ
こ
で
は
ご
納
得
い
た
だ
き
や
す
い
結
論
部
分
を
記
し
て
お
く
に
留
め
る
。

　
従
来
の
「
〜
を
そ
ば
だ
つ
」
の
解
釈
が
、
い
く
つ
か
の
誤
解
か
ら
抜
け
出
せ
な
か
っ
た
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
よ
う
な
理
由
に
よ
ろ

う
。

　
Ａ
　【
中
国
語
に
引
き
付
け
過
ぎ
た
た
め
の
陥
穽
】
先
行
研
究
で
は
、
漢
字
「
欹
」
の
中
国
語
の
い
く
つ
か
の
意
味
「
寄
せ
る
」「
傾
け

る
」「
斜
め
に
す
る
」
か
ら
「
そ
ば
だ
つ
」
の
解
釈
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
即
ち
、「
枕
（
に
頭
）
を
寄
せ
る
＝
横
臥
す
る
」「
枕
を

傾
け
る
・
斜
め
に
す
る
」「
頭
を
（
枕
か
ら
少
し
上
げ
て
）
斜
め
に
も
た
れ
る
」。
し
か
し
、
そ
の
た
め
、「
そ
ば
・
立
つ
」
自
体
の
検
討

が
不
十
分
な
ま
ま
と
な
っ
た
。
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Ｂ
　【
文
学
中
心
の
研
究
で
あ
っ
た
た
め
、
和
語
「
そ
ば
」「
た
つ
」
の
解
釈
が
不
十
分
】
こ
れ
ま
で
中
国
文
学
・
漢
文
学
・
日
本
文
学

の
文
学
研
究
者
に
よ
っ
て
（
の
み
）
解
釈
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
こ
と
も
あ
り
、
和
語
「
そ
ば
」
に
関
す
る
日
本
語
学
的
な
調
査
と
考

察
が
不
十
分
な
ま
ま
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ら
で
は
、「
耳
を
そ
ば
だ
て
る
」
に
よ
る
誤
解
（
初
期
の
研
究
）、「
稜
（
そ
ば
）」

（
＝
角
と
解
し
て
）
と
解
し
枕
の
角
を
立
て
る
な
ど
し
て
枕
を
斜
め
に
し
た
と
す
る
解
釈
、「
側
・
立
て
る
」
と
解
し
な
が
ら
も
中
国
語

「
欹
」
の
自
説
に
沿
わ
せ
て
の
解
釈
、
な
ど
に
結
果
と
し
て
留
ま
っ
た
。

　
Ｃ
　【
表
現
全
体
と
し
て
、
類
例
の
あ
る
熟
語
的
表
現
と
見
る
語
彙
研
究
的
視
点
の
欠
如
】

　「
側
・
立
て
る
」
と
ま
で
は
解
釈
す
る
が
、
表
面
上
の
「
枕
を
」
の
意
味
か
ら
抜
け
出
せ
ず
、
あ
く
ま
で
「
枕
」
＝
箱
枕
類
の
角
か
側

面
（
脇
の
部
分
）
を
立
て
、
斜
め
に
し
た
り
、
あ
る
い
は
、（
安
眠
し
や
す
い
よ
う
に
？
）
高
さ
が
出
る
よ
う
に
縦
長
に
立
て
た
（
そ
こ

に
頭
を
載
せ
た
）
と
解
し
、
あ
く
ま
で
、
枕
の
立
て
方
に
拘
泥
し
た
。
結
果
と
し
て
、「
枕
＋
を
〜
」
と
い
う
慣
用
句
と
し
て
の
検
討
が

見
落
と
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
Ｂ
の
う
ち
、「
耳
を
そ
ば
だ
て
る
」
は
後
代
の
表
現
で
あ
り
、「
稜
（
そ
ば
）」（
＝
角
）
の
確
例
は
後
代
の
『
名
義
抄
』
で
あ

る
か
ら
、
そ
れ
ら
か
ら
す
る
解
釈
は
該
当
し
な
い
の
で
あ
る
。

　
結
論
と
し
て
記
せ
ば
、
ソ
バ
は
「
側
＝
側
面
・
横
側
」
の
意
味
で
あ
り
、
語
源
と
し
て
は
「
ソ
（
背
）
＋
ハ
（
端
・
辺
）」
と
解
釈
さ

れ
る
。
そ
の
ソ
は
、
セ
（
背
）
の
被
覆
形
（
ソ
ビ
ラ
背
平
な
ど
の
ソ
）
で
、
ソ
の
露
出
形
で
あ
る
セ
は
「
山
の
背
（
尾
根
・
稜
線
）」
の

意
味
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
背そ

（
の
）
端は

」
は
即
ち
、
例
え
ば
次
の
よ
う
に
解
せ
る
と
こ
ろ
と
な
る
。

〇
山
で
言
え
ば
稜
線
の
両
側
や
山
の
尾
根
（
＝
山
の
背
）
下
の
傾
斜
の
あ
る
（
険
し
い
）
山
懐
、

〇
衣
類
で
言
え
ば
折
り
目
の
線
の
両
側
側
面
（
例
え
ば
、
袴
の
折
り
目
（
＝
背
）
の
線
の
両
脇
）、

〇
木
の
実
・
果
実
・
野
菜
の
類
で
言
え
ば
、
凸
状
の
稜
線
や
筋
（
＝
背
に
あ
た
る
部
分
）
が
あ
り
（
あ
る
た
め
に
）、
角
々
し
い
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側
面
（
即
ち
ソ
バ
）
が
目
立
つ
物
（「
蕎
麦
（
の
実
）」「
そ
ば
瓜
（
キ
ュ
ウ
リ
の
一
種
の
古
名
）」「
そ
ば
ぐ
り
・
そ
ば
ぐ
る
み

（
共
に
、
実
に
稜
線
が
あ
っ
て
角
ば
っ
て
い
る
ブ
ナ
（
の
種
））」）【
補
注
2
】、

〇
方
向
方
角
に
関
し
て
言
え
ば
、
側
面
や
隣
側
、
わ
き
の
方
、
横
向
き
（「
そ
ば
ざ
ま
」）、

〇
視
線
で
言
え
ば
黒
目
を
横
方
向
に
向
け
て
見
る
こ
と
な
い
し
横
（
わ
き
）
か
ら
見
る
こ
と
（「
そ
ば
目
」）、

〇
身
体
で
言
え
ば
「
背
（
背
中
）
の
端
側
（
側
面
・
横
側
）」、
す
な
わ
ち
体
の
脇
や
横
面
の
部
分
、

　
つ
ま
り
、「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
は
、
枕
が
身
体
の
換
喩
（
メ
ト
ニ
ミ
ー
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
解
す
れ
ば
、「
体
の
脇
を
床
面
に
し
て
身
体

を
横
向
き
に
立
て
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
横
側
を
立
て
た
状
態
に
す
る
こ
と
」（
側
臥
）
と
、
文
字
通
り
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

が
わ
か
る
。

　
こ
の
よ
う
に
和
語
そ
の
も
の
か
ら
解
釈
し
た
「
そ
ば
だ
つ
」
の
意
味
は
、
埋
田
氏
が
中
国
詩
の
「
欹
枕
」
か
ら
帰
納
的
に
解
釈
し
た

「
側
臥
」
の
姿
勢
と
完
全
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
枕
」
そ
の
も
の
の
「
側
面
を
立
て
」（
高
く
し
）、
そ
し
て
体
を
横
向
き

に
し
た
と
い
う
よ
う
に
、「
枕
も
同
時
に
横
置
き
に
し
た
」
こ
と
を
含
む
と
解
し
た
と
し
て
も
、
同
じ
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
先
に
見
た
よ

う
に
、「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
の
重
要
な
点
は
枕
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
身
体
の
方
に
あ
る
の
だ
か
ら
。
用
例
の
「
欹
枕
」
も
訓
読
の
「
枕

を
そ
ば
だ
つ
」
も
、
ま
た
、
漢
詩
中
に
お
い
て
も
『
源
氏
』
で
も
、
た
だ
単
に
枕
の
置
き
方
の
み
を
表
現
し
た
も
の
で
は
な
く
、
身
体
の

横
に
な
っ
た
時
の
側
臥
の
体
勢
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
の
だ
か
ら
。

　
こ
の
よ
う
に
、「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
は
、
先
述
の
「
枕
を
」
の
解
釈
も
踏
ま
え
て
表
現
す
れ
ば
、（
枕
の
側
面
を
立
て
る
等
を
行
っ
て
、

あ
る
い
は
、
行
わ
な
く
て
も
）「
体
の
脇
の
側
を
下
に
し
て
横
向
き
に
な
っ
た
体
勢
で
横
に
な
る
（
側
臥
）」
行
為
を
表
し
得
る
和
語
と
し

て
、
造
語
さ
れ
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
時
、
我
々
は
、「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
と
い
う
訓
は
、
決
し
て
中
国
語
の

誤
訳
で
も
誤
訓
で
も
な
く
、
ま
た
、
格
助
詞
を
「
に
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
を
誤
っ
た
も
の
で
も
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
に
な
る
。
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重
ね
て
強
調
し
て
お
き
た
い
重
要
な
点
は
、
こ
の
翻
訳
の
た
め
の
造
語
が
、
当
時
あ
っ
た
二
つ
の
和
語
（
側
、
立
つ
）
を
使
い
つ
つ
も
、

中
国
語
「
欹
枕
」
の
意
味
（
埋
田
説
）
に
極
め
て
忠
実
に
、
か
つ
正
確
に
、
見
事
に
成
し
遂
げ
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
訓
読

と
い
う
営
み
は
、
外
国
語
を
自
国
文
化
に
根
付
か
せ
る
た
め
で
は
あ
る
が
、
な
ん
と
高
度
に
精
緻
な
知
的
営
み
で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、「
枕
」
は
、「
枕
を
並
べ
る
」
と
い
っ
た
古
い
慣
用
句
も
あ
る
よ
う
に
、“
寝
床
で
の
体
勢
・
動
作
を
表
す
際
、
身
体

の
比
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
る
”
こ
と
が
あ
り
、「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
も
そ
の
類
と
し
て
理
解
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
漢
詩
さ
ら
に

は
唐
の
詩
に
対
す
る
「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
と
い
う
訓
は
、
当
時
と
し
て
適
切
な
も
の
で
あ
り
、
意
味
は
漢
語
「
欹
枕
」
に
ま
っ
た
く
違
わ

ず
、「
身
体
を
横
向
き
し
て
横
に
な
っ
て
休
む
＝
側
臥
す
る
（
但
し
寝
つ
か
な
い
）」
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
現
代
人
に
し
て
み
れ
ば
、「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
と
聞
く
と
ど
う
し
て
も
枕
そ
の
も
の
を
対
象
と
し
た
何
ら
か
の
動
作
に
関
心
が
向
い
て

し
ま
う
の
は
、
枕
に
関
す
る
慣
用
句
を
あ
ま
り
用
い
な
く
な
っ
て
い
る
以
上
、
い
た
し
か
た
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
慣
用
句
が
生
き

て
使
わ
れ
て
い
た
当
時
の
人
々
で
あ
れ
ば
、
翻
訳
語
で
あ
る
こ
の
漢
文
訓
読
語
を
た
と
え
初
め
て
見
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
横
臥
時
の
枕

を
め
ぐ
っ
て
の
“
身
体
の

0

0

0

動
き
・
身
体
の
体
勢
”
の
表
現
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、“
容
易
に
読
み
取
れ
た
”
こ
と
で
あ
ろ
う
。

七
　
悲
哀
の
「
欹
枕
」

七
│
（
一
）　
白
居
易
と
道
真
の
相
違
（
中
山
）

　
で
は
次
に
、「
欹
枕
」
の
用
い
ら
れ
る
詩
的
情
景
に
つ
い
て
、
詳
し
く
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
漢
詩
で
『
菅
家
後
集
』
以
前
に
確
認
で
き
た
三
例
は
悠
々
・
寂
寥
の
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
両
方
の
文
脈
に
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分
か
れ
て
お
り
、
寂
寥
の
情
景
で
の
み
用
い
ら
れ
る
、
と
い
っ
た
特
色
が
あ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。『
経
国
集
』『
菅
家
文
草
』
に
お
い

て
も
、
そ
れ
ほ
ど
悲
し
み
に
満
ち
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
一
方
、
故
郷
に
帰
る
日
を
思
量
す
る
場
面
で
用
い
た
『
菅
家
後

集
』
の
用
例
が
最
も
「
悲
哀
」
の
「
欹
枕
」
と
し
て
印
象
深
い
も
の
だ
っ
た
。

　
先
ほ
ど
「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
の
訓
の
初
出
の
用
例
と
し
て
『
源
氏
』
中
の
三
例
を
挙
げ
、
そ
れ
ら
が
白
居
易
の
「
香
爐
峰
下
、
新
卜
山

居
、
草
堂
初
成
。
偶
題
東
壁
　
其
三
」
い
わ
ゆ
る
「
遺
愛
寺
鐘
」
の
詩
を
典
拠
と
し
て
い
る
と
述
べ
た
。
し
か
も
先
掲
の
通
り
三
例
と
も

「
涙
落
つ
」（
須
磨
）、「
息
も
絶
え
つ
ゝ
あ
は
れ
げ
な
り
」（
柏
木
）、「
つ
ゐ
に
す
む
べ
き
こ
の
世
な
ら
ね
ば
」（
総
角
）
と
い
っ
た
、
き
わ

め
て
悲
痛
な
場
面
で
「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
が
使
わ
れ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
何
度
も
言
う
が
白
居
易
の
「
遺
愛
寺
鐘
」
の
詩
は
、
新
し
い
山
居
で
の
悠
々
自
適
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
詠
ん
だ
も
の
で
、
の
ん

び
り
し
た
姿
を
表
す
た
め
に
「
欹
枕
」
の
語
は
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
欹
枕
（
枕
を
そ
ば
だ
つ
）」
の
使
い
方
の
違
い
は
ど
う
し
て

生
ま
れ
た
の
か
。
紫
式
部
が
「
遺
愛
寺
鐘
」
の
詩
意
を
正
し
く
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
。
否
、
紫
式
部
の
学
識
か
ら
み
て
否
で
あ
ろ

う
。
お
そ
ら
く
紫
式
部
が
「
欹
枕
（
枕
を
そ
ば
だ
つ
）」
と
い
う
語
を
『
源
氏
』
に
用
い
る
に
当
た
っ
て
、「
遺
愛
寺
鐘
」
の
詩
に
並
ぶ
も

う
一
つ
の
典
拠
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
、『
菅
家
後
集
』
の
詩
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
白
居
易
の
「
遺
愛
寺
鐘
」
の
詩
は
当
時
か
ら
人
口
に
膾
炙
し
て
お
り
、
そ
の
詩
意
も
お
そ
ら
く
正
し
く
伝
わ
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る

（『
文
華
秀
麗
集
』
参
照
）。
そ
う
し
た
詩
の
中
の
「
欹
枕
（
枕
を
そ
ば
だ
つ
）」
と
い
う
語
を
、
悲
哀
の
情
景
で
用
い
る
も
の
と
印
象
づ
け

た
の
は
、
先
に
見
た
、
他
な
ら
ぬ
道
真
の
詩
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
道
真
も
ま
た
白
居
易
の
詩
を
好
み
、
そ
れ
に
拠
っ
た
作
品

を
多
く
残
し
て
お
り
、
そ
の
中
国
語
・
漢
文
の
理
解
能
力
は
、
極
め
て
高
か
っ
た
こ
と
が
多
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
谷
口
孝
介
・
埋
田
重

夫
・
藤
原
克
己
・
菅
野
禮
行
ほ
か
参
照
）。
し
か
し
、
た
だ
単
に
白
居
易
の
真
似
を
し
た
よ
う
な
内
容
の
み
で
は
な
い
。「
対
自
的
存
在
と

し
て
の
『
白
氏
文
集
』
を
必
要
と
し
て
い
た
」（
谷
口
孝
介
「『
菅
家
後
集
』
と
『
白
氏
文
集
』
と
」
平
成
十
六
年
）
と
の
指
摘
が
あ
る
よ
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う
に
、
同
じ
語
句
、
詩
題
で
も
あ
え
て
白
居
易
の
原
詩
を
捻
っ
た
詩
を
多
く
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
一
つ
例
を
挙
げ
る
。

　
　
　
四
七
八
　
不
出
門
。
七
言
。

一
從
謫
落
在
柴
荊
　
　
一
た
び
謫
落
せ
ら
れ
て
柴
荊
に
在
り
て
よ
り

万
死
兢
々
跼
蹐
情
　
　
万
死
兢
々
た
り
　
跼
蹐
の
情

都
府
樓
纔
看
瓦
色
　
　
都
府
の
楼
に
は
纔
に
瓦
の
色
を
看
る

観
音
寺
只
聴
鐘
声
　
　
観
音
寺
に
は
た
だ
鐘
の
声
を
の
み
聴
く

　（
略
）

此
地
雖
身
無
撿
繋
　
　
此
の
地
は
身
の
撿
繋
せ
ら
る
る
こ
と
な
く
と
も

何
為
寸
歩
出
門
行
　
　
何
為
れ
ぞ
　
寸
歩
も
門
を
出
で
て
行
か
む

第
二
聯
（
傍
線
部
）
が
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
「
閑
居
」
な
ど
に
収
載
さ
れ
た
道
真
の
名
吟
で
あ
り
、
外
に
出
る
気
力
さ
え
起
き
な
い
謫

居
の
暮
ら
し
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
「
不
出
門
」
と
同
題
の
詩
が
『
白
氏
文
集
』
に
も
あ
る
の
だ
が
、
そ
ち
ら
は
家
に
引
き
こ
も
っ
て
の

ん
び
り
す
る
楽
し
み
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
白
居
易
の
詩
を
素
材
と
し
て
、
そ
れ
を
、
あ
え
て
そ
れ
と
は
異
な
っ
た
内
容
で

詠
ん
だ
詩
が
多
い
の
で
あ
る
。

　
白
居
易
の
詩
を
基
に
あ
え
て
そ
れ
と
対
照
的
な
意
味
の
詩
を
作
る
こ
と
が
道
真
の
一
つ
の
楽
し
み
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
は

お
く
と
し
て
も
、
そ
れ
を
読
む
側
に
と
っ
て
も
、
白
居
易
の
詩
を
連
想
さ
せ
つ
つ
独
自
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
道
真
の
詩
は
、
深
く
心
に

残
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
中
国
詩
の
歴
史
に
お
け
る
「
欹
枕
」
の
意
味
用
法
の
変
遷
を
見
た
と
こ
ろ
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
中
国
に
お
い
て
も
「
欹

枕
」
の
使
い
方
は
二
つ
の
面
が
あ
っ
た
。
白
楽
天
の
用
法
は
、
そ
の
一
方
の
「
自
適
」
の
用
法
を
代
表
す
る
も
の
で
、
そ
れ
は
『
文
華
秀

麗
集
』（「
人
事
に
そ
む
き
」）
に
受
容
さ
れ
て
い
る
と
解
せ
る
も
の
で
、
中
国
に
例
の
あ
る
用
法
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
一
方
、『
経
国
集
』

『
菅
家
文
草
』
に
は
も
う
一
方
の
閑
寂
・
憂
愁
を
読
み
取
れ
る
も
の
の
、
深
い
悲
し
み
（「
悲
哀
」）
に
満
ち
て
い
る
と
い
う
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
『
源
氏
』
に
描
か
れ
た
「
枕
を
そ
ば
だ
て
て
」
い
る
場
面
で
の
強
い
悲
哀
感
は
、『
菅
家
後
集
』
に
し
か
な
い
も
の

で
あ
っ
た
。
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

七
│
（
二
）　
紫
式
部
が
学
び
取
り
、
描
き
た
か
っ
た
「
欹
枕
」（
安
部
）

　
紫
式
部
が
『
白
氏
文
集
』
の
「
欹
枕
」
を
ど
の
よ
う
に
し
て
習
得
し
た
か
は
、
必
ず
し
も
明
ら
で
な
い
。
し
か
し
、『
源
氏
』
で
引
用

さ
れ
る
漢
文
訓
読
表
現
が
、
菅
原
家
の
訓
法
に
依
っ
て
い
る
こ
と
は
夙
に
小
林
芳
規
氏
の
ご
指
摘
が
あ
る
（
小
林
芳
規
（
1�

9�

5�

3
・

1�

9�

6�

6
・
1�

9�

8�

0
））。
道
真
の
「
欹
枕
」
の
訓
と
意
味
的
解
釈
と
、
菅
家
の
そ
れ
と
が
全
く
異
な
っ
た
り
無
関
係
で
あ
っ
た
と
は
考

え
難
い
。
菅
原
道
真
の
解
釈
が
、
直
接
な
い
し
間
接
に
、
あ
る
い
は
、
菅
家
の
解
釈
の
一
面
と
し
て
、
紫
式
部
の
訓
み
に
影
響
を
与
え
た

蓋
然
性
は
低
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
だ
ろ
う
か
。『
源
氏
』
の
「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
の
強
い
悲
哀
感
が
、『
菅
家
後
集
』

に
し
か
な
い
の
は
、
な
ぜ
か
。

　
そ
れ
は
、「
枕
を
そ
ば
だ
て
て
」
と
描
か
れ
る
最
初
の
使
用
場
面
で
あ
る
「
須
磨
」
の
巻
自
体
が
、
小
山
香
織
氏
が
い
み
じ
く
も
詳
述

し
て
い
る
よ
う
に
、「
流
謫
の
人
と
し
て
の
道
真
を
、
源
氏
に
重
ね
あ
わ
せ
て
い
く
よ
う
な
表
現
」
に
作
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。「
須
磨
」
は
、
小
山
氏
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
白
氏
文
集
』『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
か
ら
の
引
用
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一
〇
〇

が
全
編
に
亘
っ
て
、
二
重
写
し
の
よ
う
に
引
き
敷
か
れ
て
い
る
。
共
通
す
る
の
は
、
左
遷
と
流
謫
の
系
譜
、
白
楽
天
─
道
真
─
光
源
氏
の

3
人
で
あ
る
。

「『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
「
枕
を
そ
ば
だ
て
て
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
動
作
を
示
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ

と
以
上
に
、
須
磨
巻
で
は
、
流
謫
の
人
と
し
て
の
白
氏
と
源
氏
と
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
ば
と
な
っ
て
い
る
」（
小
山
香
織
二
〇
〇
五
）

　
我
々
は
こ
こ
に
、
道
真
の
名
を
加
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
方
、
小
山
氏
は
『
文
草
』
と
『
後
集
』
の
「
欹
枕
」
の
質
の
相
違
ま
で
は
比
較
し
て
い
な
い
。
紫
式
部
が
、
そ
の
須
磨
に
和
文
と
し

て
「
枕
を
そ
ば
だ
て
て
」
を
組
み
込
む
に
お
い
て
は
、
同
じ
「
欹
枕
」
で
あ
っ
て
も
、「
閑
寂
」
の
『
菅
家
文
草
』「
石
泉
」
の
「
枕
を
敧

て
て
閑
窓
に
臥
す
と
き
」
な
ど
で
は
当
然
な
く
、「
流
謫
」
を
詠
ん
だ
『
菅
家
後
集
』「
聞
旅
雁
」
の
「
枕
を
敧
て
て
帰
り
去
ら
む
日
を
思

ひ
量
ら
ふ
に
　
我
は
何
れ
の
歳
と
か
知
ら
む
　
汝
は
明
春
」
と
あ
る
強
い
「
悲
哀
」
の
「
欹
枕
」
こ
そ
、
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
。
紫
式
部
は
、

中
国
詩
史
上
の
用
法
の
「
欹
枕
」
で
も
、
ま
た
『
菅
家
文
草
』
で
も
な
く
、
同
じ
道
真
で
も
、『
菅
家
後
集
』
の
「
欹
枕
」
に
“
道
真
自

ら
が
詠
み
込
ん
だ
”
詩
情
を
こ
そ
、
自
作
の
和
文
の
（
特
に
須
磨
の
）「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
と
し
て
詠
み
こ
み
た
か
っ
た
の
だ
。
そ
れ
が
、

『
源
氏
』
で
の
用
法
が
唯
一
『
菅
家
後
集
』
と
の
み
共
通
し
て
い
る
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。

　
道
真
の
こ
の
『
菅
家
後
集
』
の
詩
を
介
し
て
、
強
い
悲
哀
感
を
伴
っ
て
日
本
文
学
に
浸
透
し
て
い
く
漢
詩
表
現
の
本
邦
で
の
独
自
の
展

開
は
、
唐
詩
と
い
う
枠
を
超
え
、『
源
氏
』
な
ど
後
世
の
仮
名
文
学
に
、
意
味
や
用
法
の
変
奏
を
経
つ
つ
、
と
け
込
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。

「
欹
枕
」
も
、
そ
の
よ
う
な
詩
語
受
容
の
一
例
を
示
し
て
い
る
。
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一
〇
一

八
　
仮
名
文
学
に
お
け
る
「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」

八
│
（
一
）　『
源
氏
』
で
和
語
と
な
っ
た
「
そ
ば
だ
つ
」

　
先
述
の
通
り
、「
欹
枕
」
を
「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
と
し
て
仮
名
文
学
で
初
め
て
用
い
た
の
は
紫
式
部
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
訓
も
彼
女
が

独
自
に
生
み
出
し
た
の
で
は
な
く
、
以
前
よ
り
「
遺
愛
寺
鐘
」
の
詩
や
『
菅
家
後
集
』
ほ
か
の
日
本
漢
詩
で
用
い
ら
れ
て
い
た
訓
読
を
仮

名
で
表
し
、
そ
れ
が
初
出
と
し
て
残
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
つ
ま
り
、
そ
れ
ま
で
漢
文
訓
読
に
限
定
さ
れ
表
立
っ
て
表
記
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
と
い
う
「
欹
枕
」
の
翻
訳
語
を
、

初
め
て
あ
た
か
も
生
粋
の
和
語
の
よ
う
に
、
紫
式
部
は
『
源
氏
』
中
で
用
い
た
の
で
あ
る
。
式
部
は
作
中
で
三
度
も
こ
の
語
を
用
い
て
お

り
、
そ
こ
に
は
漢
学
の
才
を
衒
う
意
図
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
ま
た
、「
遺
愛
寺
鐘
欹
枕
聽
」
の
対
の
「
香
爐
峰
雪
撥
簾

看
」
を
『
枕
草
子
』
で
取
り
上
げ
た
清
少
納
言
へ
の
対
抗
心
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
（
注
5
）。
し
か
し
、「
ひ
と
り
目
を
さ
ま
し
て

枕
を
そ
ば
だ
て
て
四
方
の
嵐
を
聞
き
給
に
、
波
た
ゞ
こ
ゝ
も
と
に
立
ち
く
る
心
ち
し
て
（
須
磨
）」
と
い
う
描
写
の
よ
う
に
、「
枕
を
そ
ば

だ
つ
」
と
い
う
漢
文
訓
読
語
を
、
実
に
自
然
に
仮
名
表
現
と
し
て
と
け
込
ま
せ
て
い
る
点
は
見
事
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
文
華
秀
麗
集
』
か

ら
『
菅
家
後
集
』
に
至
る
日
本
漢
詩
の
下
地
が
あ
っ
て
こ
そ
生
み
出
さ
れ
た
表
現
な
の
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
用
例
が
、

「
そ
ば
だ
つ
」
と
い
う
語
が
和
語
表
現
と
し
て
広
ま
っ
て
い
く
嚆
矢
に
な
る
の
で
あ
る
。

八
│
（
二
）　
平
安
以
後
の
「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」（
略
述
）

　
平
安
以
降
の
「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
の
用
例
と
し
て
は
、
ま
ず
『
太
平
記
』
の
二
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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一
〇
二

〇
　
巻
第
四
　
備
後
三
郎
高
徳
事
付
呉
越
軍
事
（
抜
粋
）

泪
ノ
雨
ト
ナ
リ
、
虚
シ
キ
床
ニ
独
リ
ネ
テ
、
夢
ニ
モ
責
テ
逢
見
バ
ヤ
ト
欹
枕
臥
玉
ヘ
バ

〇
　
巻
第
五
　
大
塔
宮
熊
野
落
事

絶
テ
人
里
モ
無
リ
ケ
レ
バ
、
或
ハ
高
峯
ノ
雲
ニ
枕
ヲ
敧
テ
苔
ノ
筵
ニ
袖
ヲ
敷
キ
、
或
ハ
岩
漏
水
ニ
渇
ヲ
忍
ン
デ
朽
タ
ル
橋
ニ
肝
ヲ
消

ス
。

�

（
い
ず
れ
も
『
日
本
古
典
文
学
大
系
34
　
太
平
記
一
』）

　
巻
第
四
の
場
面
は
越
王
勾
践
の
挿
話
で
、
勾
践
が
西
施
を
呉
王
に
献
ず
る
悲
し
み
を
表
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
巻
第
五
は
小
題
の
と
お

り
、
熊
野
落
ち
す
る
大
塔
宮
の
寂
し
い
道
中
を
描
い
た
場
面
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
情
景
も
悠
々
と
寝
そ
べ
る
雰
囲
気
に
は
程
遠
く
、
日
本

で
の
「
欹
枕
（
枕
を
そ
ば
だ
つ
）」
が
、
切
な
い
思
い
（
悲
哀
）
の
な
か
、
横
に
な
る
描
写
の
言
葉
と
し
て
深
く
浸
透
し
て
い
た
こ
と
が

窺
え
る
。
白
居
易
の
「
遺
愛
寺
鐘
」
で
の
用
例
と
は
異
な
る
「
欹
枕
（
枕
を
そ
ば
だ
つ
）」
像
が
日
本
文
学
で
確
立
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。

　
そ
の
後
「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
と
い
う
成
語
は
徐
々
に
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
き
、「
そ
ば
だ
つ
」
と
い
う
動
詞
は
独
立
し
、
後
に

「
耳
を
そ
ば
だ
て
る
」
と
い
う
成
語
に
な
っ
て
い
く
。「
耳
を
そ
ば
だ
つ
」
に
つ
い
て
は
“
耳
の
端
（
そ
ば
）
を
立
て
る
”
と
い
う
解
釈
を

と
り
や
す
い
が
、「
欹
枕
（
枕
を
そ
ば
だ
つ
）」
の
下
地
が
あ
る
と
考
え
れ
ば
、「
遺
愛
寺
鐘
」
や
「
四
方
の
嵐
」（
源
氏
）
の
音
を
枕
を
そ

ば
だ
て
て
聴
く
こ
と
の
連
想
か
ら
、「
そ
ば
だ
つ
」
が
音
を
聴
く
動
作
と
し
て
認
識
さ
れ
て
耳
と
結
び
つ
き
、
そ
れ
が
、“
音
の
す
る
方
向

へ
耳
殻
を
向
け
る
よ
う
な
意
識
で
「
そ
ば
立
て
る
」
が
受
け
取
ら
れ
て
”、「
耳
を
そ
ば
だ
つ
」
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
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一
〇
三

る
。
近
世
の
読
本
に
最
初
の
用
例
が
現
れ
る
「
目
を
そ
ば
だ
て
る
」（
目
を
そ
ば
め
る
・
目
を
み
は
る
の
意
）
も
、
聴
覚
の
「
耳
」
か
ら

「
そ
ば
だ
つ
」
を
介
し
な
が
ら
、
同
様
に
し
て
（
ま
た
「
目
を
そ
ば
め
る
」（
続
日
本
紀
）
を
下
地
に
し
な
が
ら
）
視
覚
の
「
目
」
の
慣
用

句
を
生
み
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
漢
語
「
欹
枕
」
の
た
め
の
訓
読
語
に
す
ぎ
な
か
っ
た
「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
が
、
紫
式
部
が
『
源
氏
物
語
』
で
使
っ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
い
か
に
見
事
に
日
本
文
学
と
日
本
語
の
世
界
に
と
け
込
ん
で
い
っ
た
か
を
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

九
　
お
わ
り
に

　
日
本
漢
詩
は
時
に
、
単
な
る
中
国
漢
詩
の
真
似
事
で
あ
り
、
日
本
人
の
心
を
上
手
く
表
せ
ず
和
歌
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
、
と
い
う
評

価
を
下
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
一
面
的
な
認
識
で
あ
り
、
表
現
に
は
漢
語
を
用
い
る
が
、
そ
れ
を
日
本
的
な
感
覚
・
リ
ズ

ム
に
合
う
よ
う
に
使
い
方
を
工
夫
し
て
詩
に
詠
み
こ
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
用
い
ら
れ
た
語
は
そ
の
ま
ま
漢
語
と
し
て
、
も
し

く
は
訓
読
さ
れ
て
あ
た
か
も
生
粋
の
和
語
の
よ
う
に
日
本
の
文
学
に
と
け
込
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
別
の
機
会
に
詳
し
く
触
れ
た
い
が
、
他
に
「
春
夏
秋
冬
」「
真
行
草
」
な
ど
、
道
真
が
独
自
に
唐
詩
か
ら
取
り
入
れ
、
も
し
く
は
創
出

し
、
日
本
文
学
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
語
彙
が
ま
だ
多
く
あ
る
。
今
回
取
り
上
げ
た
「
欹
枕
」
は
そ
う
し
た
語
彙
の
一
例
に
過
ぎ
な
い
。

　
こ
の
考
察
で
、
日
本
漢
文
が
取
り
込
ん
だ
漢
語
表
現
・
漢
文
表
現
が
、
後
の
和
漢
混
淆
文
の
日
本
文
学
に
も
大
き
な
影
響
を
残
し
て
い

る
こ
と
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
日
本
語
の
語
彙
史
の
一
側
面
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
も
、
日
本
漢
文
の
語
彙

研
究
を
よ
り
一
層
進
歩
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
よ
う
。
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一
〇
四

【
注
】

（
1
）　
研
究
史
を
再
度
概
観
す
る
と
、
そ
れ
ら
で
は
未
整
理
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
以
下
の
諸
点
に
わ
た
っ
て
の
解
釈
の
相
違
と
議
論
が
展
開
さ
れ
、
本
テ

ー
マ
の
研
究
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
、
わ
か
る
。
新
た
な
視
点
か
ら
細
か
く
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
紙
幅
の
都

合
も
あ
っ
て
、
そ
の
う
ち
、
本
邦
の
文
学
作
品
で
の
解
釈
に
関
わ
る
重
要
な
点
に
焦
点
を
絞
っ
て
取
り
上
げ
た
。
触
れ
残
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
、

機
会
を
改
め
て
取
り
上
げ
た
い
。（
安
部
）

　
Ⅰ
　
中
国
語
　
　
　
①
　
欹
、
欹
〜
〜
（
枕
）、
漢
字
そ
れ
自
体
の
用
法
と
そ
の
解
釈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　「
欹
枕
」
熟
語
と
し
て
の
解
釈
　
ア
　
詩
語
と
し
て
の
、
イ
　
詞
語
と
し
て
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
白
楽
天
の
使
用
法
の
解
釈

　
Ⅱ
　
日
本
語
　
　
　
④
　
日
本
漢
文
で
の
受
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
博
士
家
お
よ
び
菅
家
で
の
受
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
菅
原
道
真
の
受
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
紫
式
部
の
受
容
（『
源
氏
』
で
の
受
容
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
中
古
和
文
体
で
の
白
氏
を
踏
ま
え
た
受
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
中
古
に
お
け
る
「
そ
ば
だ
つ
」
の
受
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
中
世
以
降
に
お
け
る
「
そ
ば
だ
つ
」
の
受
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　「
耳
を
そ
ば
だ
つ
」
な
ど
の
「
そ
ば
だ
つ
」
の
意
味
的
派
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
和
語
「
そ
ば
」
自
体
の
語
源
的
解
釈
、
お
よ
び
、「
目
を
そ
ば
め
る
」
ほ
か
「
そ
ば
」
の
複
合
語
の
解
釈

（
2
）　
加
固
理
一
郎
（
1�

9�

9�

8
）
は
、
埋
田
氏
以
後
に
あ
っ
て
も
な
お
唯
一
、「
工
藤
氏
・
戸
川
氏
の
解
釈
『
角
枕
を
不
安
定
な
姿
勢
に
立
て
て
傾
側

さ
せ
る
こ
と
』
を
支
持
す
る
も
の
」
で
あ
る
。
そ
の
論
拠
は
詰
め
れ
ば
「
日
常
的
に
あ
り
ふ
れ
た
寝
姿
を
示
す
も
の
で
な
い
ほ
う
が
、
こ
の
作
品
に

用
い
ら
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
詩
語
と
な
る
」、「
こ
の
新
奇
な
詩
語
」
で
あ
る
「『
欹
枕
』
も
ま
た
『
撥
簾
』
と
同
じ
く
、
特
殊
な
動
作
と
し
て
解
釈

し
た
方
が
、
詩
の
構
成
上
、
自
然
で
あ
ろ
う
。」
と
い
う
、
詩
語
と
し
て
の
表
現
効
果
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
新
奇
な
詩
語
」
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一
〇
五

（
加
固
氏
）
と
す
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
が
白
氏
が
あ
え
て
詩
語
と
し
て
「
選
び
取
っ
た
」
理
由
と
言
う
こ
と
も
で
き
（
一
方
、
当
時
、
語
形
と
し
て
既

に
新
奇
で
な
い
と
い
う
指
摘
は
本
文
参
照
）、
ま
た
、
単
な
る
横
臥
で
は
な
い
側
臥
姿
勢
を
敢
え
て
詩
の
中
に
詠
み
込
む
こ
と
、
ま
た
、
側
臥
姿
勢

に
独
特
の
詩
情
（
2
種
あ
っ
た
が
）
を
象
徴
さ
せ
得
る
語
で
あ
る
こ
と
は
、「
日
常
的
に
」
ど
う
か
と
い
う
問
題
よ
り
も
、
や
は
り
「
詩
の
世
界
」

に
お
い
て
（
埋
田
説
の
側
臥
姿
勢
で
あ
っ
て
も
）
十
分
特
別
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
、
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
本
論
中
（
三
─
（
四
））
の
次

の
部
分
も
参
照
（
安
部
）。（
埋
田
説
）「
⑤
白
居
易
に
と
っ
て
『
欹
枕
』（
枕
に
側
臥
す
る
）（
お
よ
び
「
撥
簾
」（
簾
を
さ
っ
と
撥
ね
上
げ
る
）
の
2

語
）
は
、『
独
善
・
自
足
・
安
眠
・
安
逸
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
身
心
の
“
現
状
充
足
”
の
場
を
、
よ
り
よ
く
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
特
別
な
意
味

を
も
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
。』」（
三
─
（
四
））
参
照
。

（
3
）　
念
の
た
め
付
言
し
て
お
け
ば
、
漢
文
訓
読
語
と
み
な
し
た
こ
と
に
関
わ
っ
て
、
小
山
香
織
（
2�

0�

0�

1
）
に
次
の
傍
線
部
の
よ
う
な
表
現
が
あ
る

が
、
引
用
の
前
半
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
詩
句
「
欹
枕
」
に
対
す
る
“
漢
文
訓
読
表
現
”
と
し
て
「
枕
を
そ
ば
だ
て
て
」
全
体
を
取
り
上
げ
た
上

で
、「
枕
」
と
対
比
す
る
た
め
に
そ
の
動
詞
部
分
「
〜
そ
ば
だ
つ
」
を
取
り
出
し
て
述
べ
た
に
過
ぎ
な
い
と
解
せ
る
。

　
　
＊
小
山
（
2�

0�

0�

1
）「
漢
文
訓
読
語
で
あ
る
『
枕
を
そ
ば
だ
て
て
』
が
、
和
歌
的
表
現
で
あ
る
『
枕
浮
く
』
と
〜
」（
間
の
10
行
程
略
）「
柏
木
巻

の
『
枕
を
そ
ば
だ
て
て
』
に
お
い
て
は
、『
そ
ば
だ
て
て
』
と
い
う
漢
文
訓
読
語
よ
り
も
、
和
歌
に
お
い
て
、
独
り
寝
の
景
物
と
し
て
歌
わ
れ
る

『
枕
』
と
い
う
こ
と
ば
の
方
に
〜
」（
傍
線
引
用
者
）。

　
　
　
そ
の
こ
と
は
、
一
章
一
行
目
の
関
連
記
述
か
ら
も
わ
か
り
、
ま
た
、
上
記
以
外
に
こ
の
「
漢
文
訓
読
語
」
に
関
す
る
説
明
は
な
く
、
動
詞
「
そ
ば

だ
つ
」
そ
の
も
の
の
成
立
へ
の
言
及
で
は
な
い
。（
安
部
）

（
4
）　
な
お
、
詳
し
く
は
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
「
そ
ば
だ
つ
」
は
、
紫
式
部
自
身
の
造
語
で
は
な
く
、
博
士
家
菅
家
の
訓
法
を
式
部
が
作
品

に
取
り
入
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。『
源
氏
』
の
訓
法
が
菅
家
に
よ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
夙
に
小
林
芳
規
氏
の
御
研
究
が
あ
る
（
小
林
芳
規

（
1�

9�

5�

3
・
1�

9�

6�

6
・
1�

9�

8�

0
）
ほ
か
参
照
）。
菅
家
（
な
い
し
い
ず
れ
か
の
博
士
家
）
に
よ
る
造
語
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
。『
源
氏
』
と

い
う
文
学
作
品
に
お
け
る
漢
文
訓
読
語
の
採
用
が
、
後
の
現
代
語
「
耳
を
そ
ば
だ
て
る
」「
目
を
そ
ば
だ
て
る
」
を
生
み
出
す
契
機
と
な
っ
た
事
例

で
も
あ
る
。（
こ
の
注
お
よ
び
本
文
の
根
拠
⑤
⑥
⑦
は
特
に
安
部
の
記
載
と
付
す
。）（
安
部
）

（
5
）　
清
少
納
言
と
紫
式
部
の
ど
ち
ら
が
先
に
白
氏
の
詩
を
引
用
し
た
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
立
時
期
と
も
関
わ
っ
て
、
興
味
深
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。

『
源
氏
』
で
の
こ
の
よ
う
な
含
み
の
多
い
引
か
れ
さ
ま
の
強
さ
か
ら
、
我
々
は
ひ
そ
か
に
、『
枕
草
子
』
の
当
該
章
段
を
見
て
「
須
磨
」
で
の
引
用
が

描
か
れ
た
と
見
た
の
で
あ
っ
た
が
、
も
は
や
そ
れ
を
詮
索
す
る
紙
幅
が
な
い
。
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一
〇
七

【
補
注
1
（
五
─
（
二
）】　「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
柏
木
が
描
く
の
も
「
側
臥
」
で
あ
る
。
な
お
、
枕
自
体
は
多
少
高
さ
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
も
の
の
、

他
の
絵
巻
・
絵
図
の
枕
と
比
較
し
て
も
縦
置
き
か
ど
う
か
明
確
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
明
ら
か
な
縦
置
き
と
描
か
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
当
時
の
解

釈
が
う
か
が
え
よ
う
か
。
絵
図
な
ど
の
枕
に
つ
い
て
は
機
会
を
改
め
た
い
。
清
水
靖
彦
『
日
本
枕
考
』
も
参
照
。

【
補
注
2
（
六
─
（
二
）】　「
そ
ば
瓜
」
の
異
名
を
も
つ
キ
ュ
ウ
リ
は
、
現
在
の
改
良
種
で
は
そ
の
稜
線
よ
り
も
ト
ゲ
の
方
が
印
象
に
残
る
。
し
か
し
、
図

1
の
描
か
れ
方
の
よ
う
に
古
く
は
そ
の
縦
線
も
特
徴
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
ま
た
、「
そ
ば
栗
」
等
の
異
名
を
持
つ
ブ
ナ
の
実
も
、
ソ
バ
の
実
の
同
様
に
、
そ
の
稜
線
に
特
徴
が
あ
る
（
図
2
）。「
ソ
バ
麦ム

ギ

」
の
異
名
を
も
つ

蕎ソ

バ麦
の
実
に
も
稜
線
が
あ
る
。
先
や
角
が
た
だ
単
に
と
が
っ
て
い
る
だ
け
の
種
な
ら
ド
ン
グ
リ
を
は
じ
め
多
く
存
在
す
る
が
、「
ソ
バ
」
と
い
う
語

は
稜
線

0

0

（
角
で
は
な
く
）
が
あ
る
も
の
に
だ
け
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
共
通
し
て
い
る
。

図
1
出
典
　
韓
国
精
神
文
化
研
究
院
（
1�

9�

8�

0
）『
韓
国
方
言
調
査
質
問
紙
［
図
冊
］』）　
韓
国
の
図
で
あ
る
が
よ
り
古
い
形
態
の
特
徴
が
わ
か
る
。

「［
図
32
］　
0�

7�

1
　
き
ゅ
う
り
」
と
あ
る
。「o-i

」
は
オ
イ
キ
ム
チ
の
オ
イ
で
胡
瓜
。

図
2
出
典
　Y

ahoo!

検
索
（
画
像
）
サ
イ
ト
に
て
二
〇
一
二
年
に
「
ブ
ナ
」
で
検
索
で
き
た
も
の
で
あ
る
。「72589e6a1a819eac07fefc44967662e3

」

と
記
録
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
二
〇
一
三
年
一
月
現
在
、
検
索
で
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

【
参
考
文
献
】

《
辞
書
・
資
料
・
索
引
関
係
》（
こ
こ
は
主
に
著
者
の
五
十
音
順
）

内
田
順
子
『
田
氏
家
集
索
引
』　
平
成
四
年
　
和
泉
書
院

岡
田
正
之
『
日
本
漢
文
学
史
増
訂
版
』　
昭
和
三
十
五
年
　
吉
川
弘
文
館

川
口
久
雄
・
若
林
力
『
菅
家
文
草
・
菅
家
後
集
詩
句
總
索
引
』　
昭
和
五
十
三
年
　
明
治
書
院

簡
野
道
明
『
増
補
字
源
』　
昭
和
三
十
年
　
角
川
書
店

柴
田
甲
二
郎
『
懐
風
藻
漢
字
索
引
』　
昭
和
三
十
二
年
　
日
本
上
古
史
研
究
会

當
山
日
出
夫
『
千
載
佳
句
漢
字
索
引
』　
昭
和
六
十
三
年
　
勉
誠
社

中
村
璋
八
・
島
田
伸
一
郎
『
田
氏
家
集
全
釋
』　
平
成
五
年
　
汲
古
書
院

芳
賀
紀
雄
『
文
華
秀
麗
集
索
引
』　
昭
和
六
十
三
年
　
和
泉
書
院
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一
〇
八

『
日
本
古
典
文
學
大
系
72
　
菅
家
文
草
　
菅
家
後
集
』　
昭
和
四
十
一
年
　
岩
波
書
店

『
日
本
古
典
文
學
大
系
69
　
懷
風
藻
　
文
華
秀
麗
集
　
本
朝
文
粹
』　
昭
和
三
十
九
年
　
岩
波
書
店

『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
20
、
22
　
源
氏
物
語
　
二
、
四
』　
平
成
六
、
八
年
　
岩
波
書
店

『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
21
、
23
、
24�

源
氏
物
語
　
二
、
四
、
五
』　
　
平
成
六
、
八
、
九
年
　
小
学
館

『
新
釈
漢
文
大
系
　
白
氏
文
集
』　
昭
和
六
十
三
年
　
明
治
書
院

『
日
本
古
典
全
集
　
懐
風
藻
　
凌
雲
集
　
文
華
秀
麗
集
　
経
国
集
　
本
朝
麗
藻
』　
大
正
十
五
年
　
日
本
古
典
全
集
刊
行
會

『
漢
籍
全
文
資
料
庫
』http://hanchi.ihp.sinica.edu.tw

/ihp/hanji.htm

　
史
語
所
漢
籍
全
文
資
料
庫
計
畫

『
全
唐
詩
検
索
系
統
』http://cls.hs.yzu.edu.tw

/tang/D
atabase/index.htm

l

　
國
科
會
數
位
典
藏
國
家
型
科
技
計
畫

《
論
文
・
研
究
書
》（
後
半
の
＊
＊
＊
以
降
が
、
中
山
の
卒
論
以
降
の
安
部
の
追
加
、
各
々
五
十
音
順
）

岩
城
秀
夫
「
遺
愛
寺
の
鐘
は
枕
を
欹
て
て
聴
く
」『
国
語
教
育
研
究
』
第
八
号
　
昭
和
三
十
八
年

埋
田
重
夫
「「
遺
愛
寺
鐘
欹
枕
聴
」
考
」『
中
國
文
學
研
究
』
十
四
期
　
昭
和
六
十
三
年
　
早
稻
田
大
學
中
國
文
學
會

枝
村
雅
子
「『
菅
家
後
集
』
小
攷
」　『
山
口
国
文
』
第
十
二
号
　
平
成
元
年
　
山
口
大
学
文
理
学
部
国
語
国
文
学
会

工
藤
篁
「『
敧
枕
』
に
つ
い
て
」『
中
国
語
學
』
72
号
　
昭
和
三
十
三
年
　
中
国
語
学
研
究
会

谷
口
孝
介
「『
菅
家
後
集
』
と
『
白
氏
文
集
』
と
」『
同
志
社
国
文
学
』
第
六
十
一
号
　
平
成
十
六
年
　
同
志
社
大
学
国
文
学
会

松
浦
友
久
『『
万
葉
集
』
と
い
う
名
の
双
関
語
（
か
け
こ
と
ば
）　
日
中
詩
学
ノ
ー
ト
』
平
成
七
年
　
大
修
館
書
店

焼
山
廣
志
「
菅
原
道
真
研
究
─
『
菅
家
後
集
』
全
注
釈
（
一
）
─
」『
国
語
国
文
学
研
究
』
第
三
十
八
号
　
平
成
十
二
年
　
熊
本
大
学
文
学
部
国
語
国
文

学
会

柳
澤
良
一
「『
菅
家
後
集
』
注
解
稿
（
一
）」『
北
陸
古
典
研
究
』
第
十
五
号
　
平
成
十
二
年

　
　
＊
＊
＊
＊
＊
＊

太
田
次
男
「
白
詩
受
容
考
─
─
「
香
鑪
峯
雪
撥
簾
看
」
に
つ
い
て
─
─
」『
藝
文
研
究
』
33
　
昭
和
四
十
九
年
　
慶
應
義
塾
大
學
文
學
部
藝
文
学
會

加
固
理
一
郎
「
白
居
易
の
「
遺
愛
寺
鐘
欹
枕
聴
」
に
つ
い
て
」『
調
布
日
本
文
化
』
八
号
　
平
成
十
年
　
※
「
欹
枕
」
の
論
と
し
て
は
最
新

桐
原
光
明
「
横
瀬
夜
雨
の
「
欹
枕
録
」
に
つ
い
て
─
新
資
料
発
見
─
」『
解
釈
　
国
語
・
国
文
』
30
─
12
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一
〇
九

小
林
芳
規
「
神
田
本
白
氏
文
集
の
訓
の
類
別
」『
国
語
と
国
文
学
』
40
─
1
号
　
昭
和
三
十
八
年
　
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会

小
林
芳
規
「
漢
文
訓
読
史
研
究
上
の
一
応
用
面
─
伝
菅
原
道
真
訓
点
の
検
討
─
」『
国
文
学
攷
』
40
　
昭
和
四
十
一
年
六
月

小
林
芳
規
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』
昭
和
五
十
五
年
　
東
京
大
学
出
版
会

小
山
香
織
「『
源
氏
物
語
』
の
「
枕
を
そ
ば
だ
て
て
」
─
─
恋
い
わ
び
る
独
り
寝
の
男
君
た
ち
─
─
」『
瞿
麦
』
14
号
　
平
成
十
三
年

清
水
靖
彦
『
日
本
枕
考
』
平
成
三
年
　
勁
草
書
房

下
定
雅
弘
・
新
間
一
美
『
白
居
易
研
究
講
座
第
七
巻
　
日
本
に
お
け
る
白
居
易
の
研
究
』p214

─215�

平
成
十
年
八
月
　
勉
誠
社

新
間
一
美
『
平
安
朝
文
学
と
漢
詩
文
』
平
成
十
五
年
　
和
泉
書
院
（
研
究
叢
書
293
）

新
間
一
美
『
源
氏
物
語
と
白
居
易
の
文
学
』
平
成
十
五
年
　
和
泉
書
院
（
研
究
叢
書
294
）

菅
野
禮
行
『
平
安
初
期
に
お
け
る
日
本
漢
詩
の
比
較
文
学
的
研
究
』
昭
和
六
十
三
年
　
大
修
館
書
店

鄭
　
虹
「
日
本
漢
詩
に
於
け
る
「
和
習
」
の
問
題
─
─
菅
原
道
真
の
作
品
に
即
し
て
」『
国
語
国
文
学
研
究
』
第
二
十
四
号
　
昭
和
六
十
三
年
　
熊
本
大

学
文
学
部
国
語
国
文
学
会

戸
川
芳
郎
「「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
解
」『
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
8
─
5
号
　
昭
和
三
十
八
年
　
学
燈
社

戸
川
芳
郎
「「

枕
に
つ
い
て
」
補
論
」『
汲
古
』
14
号
　
昭
和
六
十
三
年
　
汲
古
書
院

中
島
和
歌
子
「
白
詩
語
「
撥
簾
」
受
容
考
─
菅
原
道
真
を
中
心
に
─
」『
和
漢
比
較
文
学
』
13
号
　
平
成
六
年

日
向
一
雅
『
源
氏
物
語
と
漢
詩
の
世
界
─
─
『
白
氏
文
集
』
を
中
心
に
』
平
成
二
十
一
年
　
青
簡
舎

藤
原
克
己
『
菅
原
道
真
と
平
安
朝
漢
文
学
』
平
成
三
年
　
東
京
大
学
出
版
会

藤
原
克
己
『
菅
原
道
真
─
─
詩
人
の
運
命
』
平
成
十
四
年
　
ウ
ェ
ッ
ジ
選
書

松
浦
友
久
「
遺
愛
寺
鐘
欹
枕
聴
考
─
詩
語
と
そ
の
受
容
（
日
中
詩
学
ノ
ー
ト
11
）」『
月
刊
し
に
か
』
3
─
8
、
平
成
四
年
八
月
　
大
修
館
書
店

【
付
記
】

①
末
岡
実
氏
（
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
教
授
）
に
は
先
行
研
究
や
唐
詩
等
に
つ
い
て
ご
助
言
戴
く
こ
と
が
あ
っ
た
。
感
謝
の
意
を
記
し
ま
す
。

②
本
稿
は
次
の
口
頭
発
表
を
経
て
い
る
。
ご
質
問
下
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
致
し
ま
す
。
中
山
大
輔
・
安
部
清
哉
「『（
遺
愛
寺
の
鐘
は
）
枕
を
欹
て
て
（
聞

く
）』
追
考
─
─
唐
詩
詩
語
『
欹
枕
』
の
受
容
と
変
奏
─
─
」（
青
葉
こ
と
ば
の
会
、
2�
0�
1�
2
年
4
月
14
日
（
土
）、
学
習
院
大
学
）



唐
詩
詩
語
「
欹
枕
」
の
漢
文
訓
読
語
と
し
て
の
「
枕
を
そ
ば
だ
て
て
（
聞
く
）」（
側
臥
）（
安
部
・
中
山
）�

一
一
〇

③
本
稿
は
、
中
山
氏
が
学
習
院
大
学
に
提
出
し
た
卒
業
論
文
が
も
と
と
な
っ
て
い
る
。
中
山
氏
は
、
卒
論
指
導
に
よ
く
応
え
、
ま
た
よ
く
耐
え
た
。
卒
論

を
ま
と
め
直
し
た
草
稿
へ
さ
ら
に
加
筆
を
助
言
し
（
例
え
ば
、
先
行
諸
説
追
加
と
解
説
、
辞
書
・
漢
籍
の
事
例
の
追
加
ほ
か
）、
②
の
口
頭
発
表
を
行

い
、
安
部
に
よ
る
関
連
文
献
の
追
記
や
加
筆
、
章
節
の
組
み
替
え
を
経
た
も
の
で
あ
る
（
一
章
、
七
章
（
一
）、
八
章
（
一
）、
九
章
な
ど
に
彼
の
文
体

が
よ
く
現
れ
て
い
る
）。
先
行
研
究
ほ
か
へ
の
目
配
り
、
特
に
漢
籍
関
係
は
学
部
学
生
ゆ
え
に
如
何
と
も
し
が
た
い
も
の
が
あ
り
、
加
筆
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。

　
　
一
方
、
中
山
氏
の
独
自
の
も
の
で
あ
っ
た
「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
全
体
で
当
初
か
ら
「
欹
枕
」
に
対
応
し
て
成
立
し
た
と
し
た
着
想
、

「
枕
」
が
身
体
を
象
徴
し
て
い
る
と
見
た
発
想
、
日
本
で
の
受
容
の
特
性
（
特
に
『
後
集
』
と
『
源
氏
』
と
の
強
い
関
連
性
）
に
関
す
る
部
分
は
、
追

加
し
た
先
行
研
究
を
見
渡
し
て
も
、
い
ま
だ
新
見
と
し
て
生
き
残
り
得
る
、
も
っ
と
も
興
味
深
い
独
自
の
解
釈
で
あ
っ
た
。「
漢
文
訓
読
語
」
と
見
な

し
た
名
付
け
や
、
ソ
バ
の
語
源
や
「
側
」
の
意
味
を
読
み
取
る
こ
と
、
ソ
バ
の
複
合
動
詞
用
法
や
慣
用
句
の
「
を
格
」
の
こ
と
、
菅
家
の
訓
読
と
の
関

わ
り
な
ど
、
専
門
的
賢
し
ら
に
よ
る
補
強
は
、
驥
尾
に
付
し
た
だ
け
の
安
部
の
蛇
足
で
し
か
な
い
。
特
に
先
行
研
究
に
関
わ
る
細
か
な
研
究
史
上
の
補

筆
の
面
が
あ
る
の
で
、
中
山
氏
と
の
連
名
と
さ
せ
て
戴
い
た
。
道
真
フ
ァ
ン
と
い
う
若
い
新
鮮
な
着
眼
を
、
と
も
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
、
幸
い

で
あ
る
。（
安
部
記
）

　
…
…
と
、
型
通
り
の
付
記
は
、
上
記
ま
で
で
終
え
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
最
後
に
、
一
点
だ
け
追
記
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
中
山
氏
の
草
稿
の
ま
ま
活
字
化
す
る
こ
と
も
当
然
考
え
た
。
し
か
し
、
そ
の
ま
ま
で
は
、「
緒
言
」
に
も
記
載
し
た
課
題
に
も
答
え
を
出
し
て
い
る

本
解
釈
が
、
論
証
不
足
と
受
け
取
ら
れ
お
そ
ら
く
埋
ず
も
れ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
惜
し
い
、
と
い
う
理
由
以
外
に
、
安
部
個
人
と

し
て
は
、
紫
式
部
の
言
葉
の
紡
ぎ
出
し
方
に
個
人
的
関
心
が
あ
り
、
そ
れ
も
あ
え
て
追
加
調
査
を
加
え
た
理
由
で
あ
っ
た
。

　
　『
源
氏
』
で
は
、
や
は
り
漢
文
訓
読
語
で
も
あ
り
、
マ
イ
ナ
ス
の
意
味
を
負
う
「
ま
な
こ
（
眼
精
）」
を
い
う
語
が
（「
ま
な
こ
ゐ
（
目
付
）」
を
含

め
）、
敢
え
て
不
義
の
子
の
視
線
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
（
安
部
（
1�
9�

8�

9
）
の
注
部
分
参
照
）。
ま
た
、
浮
舟
巻
で
は
『
篁
物
語
』
の
一
〇
行

程
の
短
い
一
場
面
を
物
語
の
下
敷
き
と
し
つ
つ
、
そ
の
中
の
一
首
を
引
き
歌
と
す
る
同
じ
構
図
の
和
歌
が
詠
み
込
ま
れ
る
な
ど
（
安
部
（
2�

0�

1�

0
）、

こ
と
ば
の
そ
の
生
か
し
方
（
運
用
）
は
興
味
深
い
。

　
〇
安
部
清
哉
（
1�

9�

8�

9
）「
古
代
語
彙
に
お
け
る
併
存
す
る
同
（
類
）
義
語
─
─
目
・
マ
ナ
コ
型
の
東
西
分
布
─
─
」『
玉
藻
』
24
、
注
参
照
、

　
〇
安
部
清
哉
（
2�

0�

1�

0
）「『
篁
物
語
』
の
井
野
葉
子
氏
「『
源
氏
物
語
』
浮
舟
巻
で
の
引
用
」
説
補
強
な
ら
び
に
祖
形
小
考
」『
古
典
語
研
究
の
焦
点



唐
詩
詩
語
「
欹
枕
」
の
漢
文
訓
読
語
と
し
て
の
「
枕
を
そ
ば
だ
て
て
（
聞
く
）」（
側
臥
）（
安
部
・
中
山
）�

一
一
一

─
─
武
蔵
野
書
院
創
立
90
周
年
記
念
論
集
』
武
蔵
野
書
院
、

�

─
─
─
─
以
上


